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東京湾奥地区シーブループロジェクト総括資料は、序論、計画、施工、モニタリング、

評価・解析の 5編から構成した。本編は第 4編 モニタリングである。以下に各編の概要を
示す。 

 

第1編 序論 第2編 計画

第3編 施工

H17 小規模施工

事前海底地形測量

事前環境調査
底質・水質調査・底生生物調査

H17覆砂施工 水質監視調査

H18 大規模施工

H17覆砂施工後の検証調査
海底地形の安定性の検証
環境改善効果の検証

事後海底地形測量

活用材のサンプリング・性状分析
粒度組成分析、有害物質等分析

H18(2) 覆砂施工

H18(1) 覆砂施工

事後海底地形測量
出来型の把握

水質監視調査

背景
中ノ瀬航路の浚渫
東京湾再生計画

実施方針
検討委員会等の設置
事業目標実現のための方針

海域選定
スクリーニング 管理およびモニタリング計画

総合管理計画
モニタリング計画

第5編 評価・解析

評価委員会
・事業の評価

第4編 モニタリング

平成20年 中間評価検討委員会
目的：評価指標

目標達成基準の設定

平成23年 評価検討委員会

平成18年 覆砂施工後モニタリング調査
目的：覆砂による環境改善効果の把握

今後の海域環境創造事業に向けた知見の整理

平成19年～23年(5カ年) モニタリング調査

モニタリング調査結果：平成18年～20年

モニタリング調査結果：平成18年～23年

評価指標を踏まえた
調査計画

評価指標
・環境改善効果
・覆砂効果の持続性

長期のモニタリング調査結果を踏まえた中間評

価時目標達成基準の見直し

見直し後の基準を適用した最終評価

計画概要
海域特性
活用土砂
設計概要

事業の歩み
事業年表
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第 4編 モニタリング 
第 1章 調査の構成 
(１) モニタリングと評価の関係 
図 4- 1に効果の発現プロセスを、図 4- 2にモニタリングおよび評価と効果の発現・
指標の関連を示す。監視目標である地形の維持や底質改善効果の維持、低減目標で

ある貧酸素影響について覆砂の効果が維持されることにより、効果検証指標である

多様な生物相への波及効果が発現、維持されると考えられる（効果の発現プロセス）。

モニタリング後に行う評価においては達成度の観点が必要である。そのため、達成

度の把握のため、効果の発現プロセスを踏まえた指標設定によりモニタリングを実

施し、評価に供する情報を得た。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4- 1 効果の発現プロセス（監視目標値、低減目標値、効果検証指標） 
 

 
 

 

【覆砂機能を維持するための監視】 

①覆砂地形 

②底質の状態 

③内部負荷の抑制 

【貧酸素水塊の影響低減が期待】 

①貧酸素の影響を把握する 

②貧酸素の継続時間と頻度を把握する 

【生物生息場の増大、周辺の生物相へ波及】 

①マクロベントス、メガロベントスの多様性が向上する 

②生物生活史に必要な新たな「場」が生じる 

③水産的価値が向上する 

覆砂機能を維持すれば・・・ 

目標が達成されない 

ならば・・・ 

原因を除去する方策検討 

監視目標値

を導入 

低減目標値

を導入 

効果検証指標

を導入 



 

第 4編 ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ-2 

 

効果の発現と指標

第5編 評価

評価委員会
・事業評価のための指標に基準を設定
・事業の評価

第4編 モニタリング

平成20年 中間評価（中間評価委員会）
目的：指標について目標達成基準の設定

平成23年 最終評価（最終評価委員会）

平成18年 覆砂施工後モニタリング調査
目的：覆砂による環境改善効果の把握

今後の海域環境創造事業に向けた知見の整理

平成19年～23年(5カ年) モニタリング調査
評価委員会での事業評価において必要なモニタリング調査

モニタリング調査結果：平成18年～20年

モニタリング調査結果：平成18年～23年

評価指標を踏まえた
調査計画

評価指標
・環境改善効果
・覆砂効果の持続性

長期のモニタリング調査結果を踏まえた中間評

価時目標達成基準の見直し

見直し後の基準を適用した最終評価

【監視目標値】

地形の維持
底質改善効果の維持

【低減目標値】

貧酸素影響

【効果検証指標】

多様な生物相への波及

地盤高（水深）
底質組成(シルト・粘土分)
硫化物
ＣＯＤ
窒素（溶出量）
リン（溶出量）

底生生物相（ﾏｸﾛﾍﾞﾝﾄｽ）の種類数
個体数底生生物相（ﾒｶﾞﾛﾍﾞﾝﾄｽ）の種類数
底生生物相（ﾏｸﾛﾍﾞﾝﾄｽ・ﾒｶﾞﾛﾍﾞﾝﾄｽ）の出現種
遊泳魚類・水産有用生物の種、
個体サイズ個体数、重量等

底層溶存酸素量

効
果
の
発
現
プ
ロ
セ
ス

指標（測定項目）効果のレベル

 
 

図 4- 2 モニタリングおよび評価と効果の発現・指標の関連 
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(２) モニタリング位置の設定 
モニタリング位置は、基本的に覆砂した浅場、覆砂した窪地、覆砂していない周

辺域といった特性毎に、効果の発現状況や維持状況を把握することを考慮して設定

した。浅場、窪地、周辺域の区分を図 4- 3に示す。 
なお、ここでの窪地とは、浅場との水深差が 3ｍ程度のものであり、幕張沖や検見
川沖に存在する水深差 30ｍもの窪地とは地形的に異なる部分があるものの、中村
（2008）*は水深 3ｍ程度の窪地においても「内部は極度に貧酸素化しやすく、高濃
度の硫化物が発生している」事例を報告している。そのような知見も踏まえ、ここ

では環境が悪化しやすく、覆砂効果が失われる恐れのある場所として、窪地地形に

着目した調査、評価も行った。 
 

 

 

図 4- 3 浅場、窪地、周辺域の区分 

* 中村由行（2008）三河湾の浚渫窪地埋め戻しプロジェクトの成果．中海自然再生シンポジウム，2008
年 11月 

0 500m

覆砂後の事業実施区域の鳥瞰図 
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浅場の代表点：No.5n、窪地の代表点：No.1、周辺域 No.6～8 

 
図 4- 4 モニタリングにおける代表点（水底質、採泥による底生生物、溶出等） 

 

No.5n 

No.6 

No.7 

No.8 

No.5n 

No.1 No.7 

0 5km 

 
No.1 
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(３) モニタリング項目 
図 4- 2において設定した指標を基本とし、実施したモニタリング項目一覧を表 4- 1 
に示す。また、モニタリング実績（スケジュール）を表 4- 2に示す。また、第 2章
以降の各モニタリング項目の調査概要、調査結果については「第 5編 評価」におい
て評価に用いるモニタリング項目を対象として掲載した。 
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表 4- 1 モニタリング項目一覧 
目的 方　法 内　　容

深浅測量

測定値の変化状況から、地形変化(堆
積、浸食)状況を把握。2周波測量に
より、浮泥層厚、堆積状況を把握。

底質探査装置(音響測深機・砂泥探査
機)
アクリル製柱状採泥器：(直径8cm)

H18(6月､8月)：深浅測量のみ
H18(3月)～H23：深浅測量・浮泥層厚

流向・流速
貧酸素水塊の移流を把握

(H18･19)超音波ドップラー流速プロ
ファイラー

(H18･19)10分間隔で1.5分観測

(H21･H22)電磁流向流速計Compact-EM (H21･H22)60分間隔で5分観測

(H22)多層流向流速計ADCP (H22)10分間隔で2分観測

波浪 波高
覆砂材の移動に働く外力を把握 超音波・水圧式併用型波高計

(H18)30分間隔で10分観測
(H19)60分間隔で10分観測

水質(連続観測)
水温

塩分

クロロフィル (H19)10分間隔で20秒観測

濁度 (H18・H19)10分間隔で20秒観測

溶存酸素(DO) 溶存酸素計
(H19)10分間隔で20秒観測
(H21･H22)10分間隔で10秒観測

底質挙動

浮泥層厚 浮泥の堆積状況を把握
ステンレス製砂面計を用いた
ダイバーの目視観測

海底面の高さを計測
(H18)1週間間隔
(H19)連続観測期間中は1週間間隔、それ以外の期間は2
週間間隔
(H20)1ヶ月間隔

水質(鉛直観測) 水温

塩分

クロロフィル

濁度

溶存酸素(DO)
(H18～H23)鉛直方向に1mごと計測
(H21･H22)海面下0.5mから海底まで0.5m間隔で計測

浮泥堆積厚 浮泥の堆積状況を把握 ダイバーの目視観察 -

粒度組成 堆積、底質の安定状況を把握

COD、硫化物、強
熱減量、酸化還
元電位、含水比

覆砂域の底質の維持状況を把握

窪地内
浮泥の堆積状況を把握、覆砂区内の
窪地の状況悪化の原因を把握

ダイバーの目視観察、写真・映像撮
影

海底の浮泥等の堆積状況、物質の様態、挙動等を記録

浮泥堆積

浮泥の堆積状況を把握

・160mの測線上を10mもしくは20m
ピッチで、柱状採泥(アクリル製柱状
採泥器　直径10㎝)により1測線当た
り計9本の底質サンプルを採取
・ダイバーによる海底状況(噴砂の有
無等)の目視観察、水中ビデオ撮影

船上でせん断強さ(ハンドベーン試験)および酸化還元電
位を測定

底生生物
(メイオベントス) アクリル製柱状採泥器：(直径3.6cm) 3㎝採泥、1地点につき3本採取

底生生物
(マクロベントス)

(H18～H23)スミスマッキンタイヤ型

採泥器(採泥面積0.05m
2
)

0.5mm目合いのふるいを使用
(H18)1地点につき2回採取し、混合して1検体
(H19～H22)1地点につき6回採取し、2回ずつを混合して1
検体とし、計3検体
(H20～H23)1地点につき6回採取し、混合して1検体

(H21)そりネット (H21)速度約1.5ノットで5分間2回(約450m)

底生生物
(メガロベントス) 3種網(貝桁網)

(H18)速度約1.5ノットで5分間1回(約225m)
(H19～H23)速度約1.5ノットで5分間2回(約450m)

魚介類
2種網(小型底曳網)

(H18)速度約2ノットで5分間(約300m)
(H21～H23)速度約4ノットで5分間(約600m)

魚群探知機 魚群探知機 海底地形および魚群の位置を記録

溶出試験

溶出量の測定により、底質改善状況
を把握

アクリル製柱状採泥器：(直径20cm)

25cm採泥、T-N・T-P・CODを分析
(H18)1地点につき2検体、試験条件：夏季水温・嫌気状
態
(H19～H23)1地点につき3検体、試験条件：現地水温・現
地DO

酸素消費量調査
覆砂後の時間経過に伴う溶出量増加
原因の把握（富栄養化もしくは底生
生物の活性）

アクリル製柱状採泥器：(直径20cm)
25cm採泥、DOの時間変化を測定し酸素消費量を算出
1地点につき3検体

脱窒量測定
脱窒による浄化機能量を把握 アクリル製柱状採泥器：(直径20cm)

25cm採泥、1地点につき3検体
アセチレンブロック法で亜酸化窒素(N2O)を分析

生物の多様性、生物生活史の「場」
としての機能、及び水産的価値を把
握

水中ケーブルカメラを調査船から垂
下し撮影・観察

底生生物の生息状況や生息孔等を観察

40cm採泥し、COD、硫化物、強熱減量、粒土組成、酸化
還元電位、含水比を分析
(H18)1地点につき1本採取し、1検体
(H19)1地点につき3本採取し、3検体
(H20～H23)1地点につき3本採取し、混合して1検体

貧酸素水塊の移流を把握

覆砂域及び周辺域の水塊の特性（河
川水の影響、沖からの影響等）を把
握

生物の多様性、生物生活史の「場」
としての機能、及び水産的価値を把
握

(H19)10分間隔で1秒観測
(H21)10分間隔で10秒観測
(H22)10分間隔で10秒観測（INFINITY-CTW）
　　 10分間隔で1秒観測（COMPACT-CT）

クロロフィル濁度計

多項目水質計

(H18～H23)鉛直方向に1mごと計測
(H21･H22)海面下0.5mから海底まで0.5m間隔で計測

(H18～H23)鉛直方向に1mごと計測
(H22)海面下0.5mから海底まで0.5m間隔で計測

水中ケーブルカメラ

底質

項　目

水温塩分計

アクリル製柱状採泥器：(直径10cm)
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表 4- 2 モニタリング実績（スケジュール） 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

覆砂

深浅測量 1 1 1 1 1

流向・流速 30昼夜(11/8～12/8) 60昼夜(8/7～10/7)

波浪 30昼夜(11/8～12/8) 60昼夜(8/7～10/7)

水質（連続観測） 30昼夜(11/8～12/8) 60昼夜(8/7～10/7)

底質挙動 1回/周×6回 2 5 4 3 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

水質（鉛直観測） 2 1 2 1 2 2 3 3 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

底質 2 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

窪地内

浮泥堆積

底生生物（メイオ）

底生生物（マクロ）（採泥器） 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

底生生物（メガロ） 1 1 1 1 1 1 1 1 1

魚介類 1 1

魚群探知機

溶出試験 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1

酸素消費量調査 1 1 1 1

脱窒量測定 1 1 1 1

水中ケーブルカメラ

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

覆砂

深浅測量 1 1 1

流向・流速 120昼夜(6/24～10/23) 120昼夜(7/7～11/3)

波浪

水質（連続観測） 120昼夜(6/24～10/23) 120昼夜(7/7～11/3)

底質挙動

水質（鉛直観測）※ 1 2 4 4 4 4 1 1 1 1 1 1 10 9 4 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

底質 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

窪地内 1 1 1 1

浮泥堆積 1 1

底生生物（メイオ） 2 4 4 4 4

底生生物（マクロ）（採泥器） 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

底生生物（マクロ）（そりネット） 2 1 1 1 1 1 1

底生生物（メガロ） 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

魚介類 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

魚群探知機 9 6 6

溶出試験 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

酸素消費量調査

脱窒量測定

水中ケーブルカメラ 1 1 1 2

深浅測量のみ 深浅測量・浮泥層厚 連続観測調査 調査を実施
セル内の数値は月毎の調査回数を示す。
※ 調査点No.1・No.5n・No.6・No.7・No.8（p.3-14「3.6.4 低減目標値―底層溶存酸素量―」参照）の調査回数は月1回

平成21年度 平成22年度 平成23年度

平成18年度 平成19年度 平成20年度

38万m3
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第 2章 地形（深浅測量） 
(１) 調査概要 

1) 調査目的 
    覆砂後における海底地形の変化状況を調査し、覆砂により形成された地形の維持

状況を確認すること。 
 

2) 調査位置 
深浅測量の範囲は、図 4- 5に示す覆砂範囲とした。 

 
図 4- 5 測量区域図 

 

    深浅測量の測線間隔は10m、測深間隔は10mとした。ただし、測深記録に現
れた顕著な地形変換点の記録は、併せて読み取り深浅図に記載した。  

 
 
 
 
 
 

 
 

図 4- 6 測線配置図 

イ ロ 

ニ ハ 

測線  10m間隔 

・
・
・
・
・
・ 
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3) 調査方法 

測量船の誘導及び海上位置の測定は、DGPS測位システムを使用した。なお、
測量に先だち四等三角点高洲において精度確認を行った後に測量を実施した。

GPSによる測位の概要を図4- 7に示す。音響測深機による測深の際は、測量
実施日に1回バーチェックを行い、音速誤差、機械誤差等の改正資料を得た。 

 
表 4- 3 使用機器一覧 

   名  称     規  格・形  式       性    能  備   考  

 底質探査装置
(音響測深機 )

千本電機  SH-20型  音響測深機 
精度±(0.03+D/1,000)m
周波数:200KHZ 
指向角:半減半角3° 

 浮泥探査機 
精度±(0.03+D/1,000)m
周波数:5,7,10KHZ(可変式)
指向角:半減全角50° 
最小目盛:0.2m 

深  浅  測  量  

浮泥層厚調査  

 GPS受信機  Hemisphere R110  リアルタイム連続測位  
 精度±1m以内  

深  浅  測  量  
浮泥層厚調査  

 ノートＰＣ  ―   データ収録、測量船誘導 〃 

 底質採取機材 アクリルパイプ  径8cm、長さ100cm 浮泥層厚調査  
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《D-GPSによる船位測定》 
 
 

GPS衛星          GPS衛星 
GPS衛星                                        GPS衛星 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                  測線間隔      
 
 

 
1. 陸上に設置された GPS基準局において、GPS衛星から得られたデータと、設置地

点の既知位置より、それぞれの GPS衛星についての補正値を計算。 

2. 基準局で求められた補正情報は無線によりGPS移動局へリアルタイムで送られる。 

3. 移動局では、基準局より転送された補正情報を使用することで正確な位置を求めて、

測深位置および測量船の誘導に使用した。 

4. GPSの補正情報は、海上保安庁の発信する補正情報(浦安局)を使用した。 

      
 

図 4- 7 D-GPS測位概念図 

コントロールステイション 

D-GPS局 

無線局 
無線アンテナ

GPSアンテナ GPS受信機 

測深機送受波器 

測量船 

ディファレンシャルデータ 

Differential data 
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(２) 調査結果 

1) 地形変化の概況 
海底地形を図4- 8に、期間別変化水深および変化土量を表4- 4に示す。 

調査区域の海底は、区域岸側の北東部に南北(沖岸方向)300m東西(岸線方向)6

00mの凹所が、また北西部には南北400m東西100mの凹所が形成され、その凹

所の間には高まりが分布した。調査区域の中央部は概ね水深5m台の平坦域が広

がり、平坦域の沖側は概ね勾配1/60～1/100の斜面が分布し、この斜面域の水深

6m付近には谷状地形が並んで分布した。 

 

①平成18～20年度 

平成18年度以後の水深変化は、期間中央である平成20年度を境に変化傾向が

異なった。平成18～20年度は前述した凹所を除き侵食傾向が強く、特に平成1

8～19年度に覆砂範囲の沖側(水深6m付近の斜面)に形成された侵食域は顕著で

あり、その時に形成された谷状地形(侵食跡)は平成23年度まで残っていた。こ

の侵食作用には平成19年9月に来襲した台風9号が影響したと推測された。 

 

②平成20～22年度 

堆積傾向がみられ、凹所を中心に大きな堆積が確認される。平成18年度以後

堆積傾向が継続する凹所内では、平成18年度測量時との水深変化が最大で+1.

0mに達する個所も確認された。 

 

③平成22から平成23年度 

7月は堆積傾向から一変して侵食傾向となった。本期間における顕著な水深

変化は、覆砂区域岸側の北東部と北西部の凹地形内と、覆砂土砂により形成さ

れた覆砂区域北西部の平坦域にみられた。平成23年7月から12月の期間も、変

化量は微細であるが、侵食傾向が継続した。全体的な土量変化は顕著では無い

が、局所的な変化はあった。台風15号による9月21日の高波浪の影響と考えら

れた。 
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図 4- 8 海底地形 

 
表 4- 4 期間別変化水深および変化土量 

期 間 
平均変化水深 変化土量 

調査区

域全域
覆砂範囲

調査区域 
全域 覆砂範囲 

平成18年度～19年度 1年間 -0.04m -0.09m -35000m3 -40000m3 

平成19年度～20年度 1年間 -0.02m -0.03m -14000m3 -16000m3 

平成20年度～21年度 1年間 +0.08m +0.06m +60000m3 +26000m3 

平成21年度～22年度 1年間 +0.09m +0.05m +70000m3 +24000m3 

平成22年度～23年7月 7ヶ月 -0.10m -0.14m -81000m3 -66000m3 

平成18年度～23年7月 4年7ヶ月 0m -0.15m 0m3 -70000m3 

平成23年7月～23年12月 5ヶ月 -0.02m -0.03m -16000m3 -14000m3 

平成18年度～23年12月 5年間 -0.02m -0.18m -16000m3 -84000m3 

 
 

2) モニタリングデータの推移 
底層 DO およびマクロベントスの種類数・個体数が比較的高い水準となる地盤高
として T.P.-7.5m(沖側縁辺部付近の地盤高）の地盤高が設定された。T.P.-7.5m以浅
の土量は図 4- 9に、平面図を図 4- 10に示す。 
平成 18年 8月にパッチ状にみられる水深 6mの等深線が平成 19年 3月に少なく

なり、覆砂の天端が深くなっていた。この期間の水深変化を面的に確認すると、全

体的に水深が増加していることから、覆砂が上載荷重となって原地盤に圧密沈下が
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生じたものと考えられた。また、期間中に地震・津波が発生した平成 22 年 12 月か
ら平成 23年 7月の変化が大きいが、柱状採泥等の結果から判断すると地盤そのもの
の沈下による影響が大きく、津波等の流れによる覆砂材の流出ではないと考えられ

た。 
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図 4- 9 基準水深（T.P.-7.5m）以浅の土量の推移 
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点線：平成 17年覆砂区域 

実線：平成 18年覆砂区域 
 

図 4- 10 基準水深（T.P.-7.5m）以浅の範囲 

第
4
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  ：T.P.-7.5m線 
   
  ：T.P.-7.5m以浅の範囲 

凡 例

平成 17年 7月（覆砂前） 平成 18年 8月（覆砂直後） 平成 19年 3月

平成 20年 12月 平成 21年 11月 平成 22年 12月 平成 23年 7月

平成 20年 2月

平成 23年 12月
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第 3 章 底質 
(１) 調査概要 

1) 調査目的 
    覆砂効果のひとつである底質改善効果の持続状況を把握すること。 
 

2) 調査位置 
底質調査の位置を、図 4- 11 に示す。 

 

0 5km

凡 例

● 底質：平成18～23年度

▲ 底質：平成18～20年度

■ 底質：平成21～23年度

No.1
No.5n

No.5

No.6

No.8

No.7

 
注 1）覆砂後より最近まで継続的に調査が行われたポイントのみ用いた。  
注 2）No.5 と No.5n は「覆砂区域の浅場」を代表するポイントとしてデータを統一して用いた。  

図 4- 11 底質調査位置 
 
 

3) 調査方法 
試料は柱状採泥（アクリル製柱状採泥器 直径 10 ㎝・長さ 100 ㎝、採泥は 40 ㎝

以上）により各地点 3 本採取し、船上で外観等の観察を行った後、3 本を混合して
1 検体として分析用の試料を分取した。底質調査概況を図 4- 12 に、底質調査の現
場調査項目および分析試験項目を表 4- 5 に示す。 
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＊ダイバーがアクリルコアサンプラーを海底に鉛直に差し込み、底泥の深さが 40cm 以上とな
るように柱状泥を採取した。  

図 4- 12 底質調査概況  

表 4- 5 底質調査の現場調査項目および分析試験項目 
項   目  方   法  

天候  

（前日）  
気象庁東京気象台の観測データを収集  

気温  

風浪  
階級  

東京灯標（東京都波浪観測所）の波高デ
ータを収集  

天候  

（当日）  

船上作業員による目視観察  

気温  棒状温度計による  

風浪  
階級  船上作業員による目視観察（波高）  

測位の方法  D-GPS による  

水深  レッド間縄による  

試料の  
外観  

泥質色調  土色帖による  

夾雑物  船上作業員による目視観察  

試料の臭気  臭覚による  

浮泥の堆積厚  ダイバーによる目視観察  

粒度組成  JIS A 1204(2009) 

化 学 的 酸 素 要 求 量
（COD）  底質調査方法Ⅱ .20 

硫化物  底質調査方法Ⅱ .17 

強熱減量  底質調査方法Ⅱ .4 

酸化還元電位  環境測定分析法註解 6.4.3 

含水比  JIS A 1203(2009) 
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(２) 調査結果 
1) シルト・粘土分 
覆砂後より現在までの、調査点ごとの推移状況を図 4- 13 に示す。 
覆砂区域の浅場の No.5n では、覆砂後しばらくは値がやや高くなることがあった

が、概ね 20～30%程度で推移している。周辺域の No.7 と No.8 は概ね一定であり、
80～90%程度で推移している。一方、覆砂区域の窪地内に位置する No.1 では、覆
砂直後より変動が大きかったが、徐々に値が上昇している傾向がみられる。 

 
2) ＣＯＤ 
覆砂後より現在までの、調査点ごとの推移状況を図 4- 14 に示す。 
覆砂区域の浅場の No.5n では、覆砂後より概ね 3mg/g 乾泥の状態が維持されてい

る。周辺域の No.8 も変動が小さく、概ね 10 mg/g 乾泥前後で推移している。周辺
域の窪地内の No.7 では、やや変動がみられるものの、値の上昇もしくは低下とい
った傾向はみられず、概ね 15～25 mg/g 乾泥の範囲で推移している。一方、覆砂区
域の窪地内の No.1 では、平成 21 年あたりから変動が大きく、全体的に値が上昇す
る傾向がみられている。 

 
3) 硫化物 
覆砂後より現在までの、調査点ごとの推移状況を図 4- 15 に示す。 

覆砂区域の浅場の No.5n では、覆砂後より概ね 0.1mg/g 乾泥を下回る低い状態が維
持されている。周辺域の No.8 では No.5n よりやや多く、0.5 mg/g 乾泥以下の水準
で推移している。周辺域の窪地内の No.7 では値が高く変動も大きく、概ね 1.0～2.0 
mg/g 乾泥の範囲で推移している。一方、覆砂区域の窪地内の No.1 では、平成 21
年あたりから変動が大きく、全体的に値が上昇する傾向がみられている。 
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図 4- 13 シルト・粘土分の推移 
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図 4- 14 ＣＯＤの推移  
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図 4- 15 硫化物の推移 
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図 4- 16 強熱減量の推移 
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図 4- 17 酸化還元電位の推移 



 

第第 4編 ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ-23 
 

 

0

50

100

150

200

250

300

350
含
水
比
(%
）

0

50

100

150

200

250

300

350

含
水
比
(%
）

0

50

100

150

200

250

300

350

含
水
比
(%
）

0

50

100

150

200

250

300

350

含
水
比
(%
）

0

50

100

150

200

250

300

350

11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11

含
水
比
(%
）

月

H18年度 H19年度 H20年度 H21年度 H22年度

覆砂区域内の浅場（No.5・No.5n）

覆砂区域内の窪地（No.1）

周辺域（No.8）

周辺域（No.6）

周辺域（No.7）

H23年度  
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第 4 章 溶出 
(１) 調査概要 

1) 調査目的 
    覆砂効果のひとつである底質改善効果の持続状況を把握すること。 
 

2) 調査位置 
溶出試験の底質採取位置を、図 4- 19 に示す。 

 

0 5km0 5km

凡 例

● 溶出試験：平成18～20年度

▲ 溶出試験：平成18～19,21～23年度

■ 溶出試験：平成20年度

◆ 溶出試験：平成21～23年度

No.1
No.5n

No.5

No.8

No.7

 
注）No.5 と No.5n は「覆砂区域の浅場」を代表するポイントとしてデータを統一して用いた。  

図 4- 19 溶出試験の底質採取位置 
 

3) 調査方法 
①試料の採取 
試料の採取は、アクリル製柱状採泥器（直径 20cm・長さ 50cm、採泥は 25 cm

以上）を用い、各地点 4 本採取した（1 本は予備）。なお、採泥量、採泥方法等の
詳細は調査職員の承諾を得た。また、試料の保存状態および採取から分析までの

経過を記録した。試料採取時に、採取地点の底上 1ｍおよび 2ｍ付近の水温、塩
分、DO を観測し、室内試験用試水に用いる海水を採取した（測定には、多項目

水質計を用いた）。溶出試験用の底質採取の概況を図 4- 20 に示す。 
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図 4- 20 溶出試験用の底質採取の概況 

 
②室内溶出試験 
溶出試験装置を図 4- 22 に、試験試料の前処理手順を表 4- 6 に示す。 

 
・溶出試験装置 

      試料の入ったアクリル製柱状採泥器に図 4- 21 の様に装置を取り付けて室内
試験を行った。柱状採泥器の上部から DO 調整用のエアストーンとガラス製採
水管（底泥表面から約 5cm 上）を設置し、コアサンプラーの側面からマグネチ
ックスターラーを取り付けた。 

 

50cm 
窒
素
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ま
た
は
空
気 

空気抜き

採水管

エアストーン 
（DO調整用） 
 

採水瓶 

ゴム栓

マ
グ
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ラ
ー 

25cm 
底泥 

直上水 

20cm 

 
図 4- 21 溶出試験装置 
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図 4- 22 溶出試験装置 
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表 4- 6 試験試料の前処理手順 
1.溶出試験用試水の調整  

現地で採取した現場底上水をフィルタ－（1μｍ）でろ過し、水温と DO 濃度を調整

したものを試験用試水に用いた。なお、試験用試水については、ろ過直後に表 4- 7 に
示した分析項目について測定を行った。  

2.底質試料の調整  

採取した柱状泥の直上水を除去（サイホンで大部分を除去し、残りをシリンジを用い

て丁寧に除去）した後、柱状採泥器下部から底泥を抜き取り、試験装置中に泥厚が 25cm

となるようにした。また、底泥表面にいる底生生物（貝、甲殻類等）を、ピンセットな

どを使用して可能な限り排除した。  

3.試験条件  

試験の条件を以下に示す。  

 

試験期間  試験開始から 48 時間後まで  

採水頻度  0、2、4、6、8、24、48 時間  7 回採水  

分析試料  採水試料をフィルタ－（1μｍ）でろ過したものを使用  

水温条件  試料採取時の採取地点底上 1ｍおよび 2ｍの測定値から、2 点
を通る直線式を作成し、海底付近（底上 0ｍ）の値を算出  

ＤＯ条件  
試料採取時の採取地点底上 1ｍおよび 2ｍの測定値から、2 点
を通る直線式を作成し、海底付近（底上 0ｍ）の値を算出   

照度条件  暗条件  

 
4.試験の開始  

調整した底質試料に試験用試水を、サイホンを用いて底質が巻き上がらないように加

え、水位を 20cm 以上にした。その後、試験条件にした後、溶出試験を開始した。  
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・分析項目 
分析項目を表 4- 7 に、分析方法を表 4- 8 にそれぞれ示す。 

溶出速度は試験試料中に混入している動物の活動の影響を受けるため、試験結果を検

証するデータとして試料内の混入生物の分析を行った。 
 

表 4- 7 溶出試験における分析項目 

 分析項目  

採水分析  全窒素（T-N）  
全りん（T-P）  
化学的溶存酸素要求量（COD）

観測  水温  
DO（DO メーターによる）  

混入物  
底生生物  
（門・綱ごとの湿重量）  

 

表 4- 8 溶出試験における分析方法 

分析項目  単位  分析方法  
全窒素（T-N）  mg/L JIS K 0102(2008) 45.4 
全りん（T-P）  mg/L JIS K 0102(2008) 46.3.1 

 
・溶出速度の算出方法 
試験開始時から各採水時間までの溶出量を算出し、横軸に時間、縦軸に溶出量をと

った関係図に対して、最小 2 乗法によって 1 次回帰式を求め、この傾きを溶出量（速
度）とした。 
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(２) 調査結果 

1) Ｔ-Ｎ 
覆砂後より現在までの、調査点ごとの推移状況を図 4- 23 に示す。 
覆砂区域の浅場の No.5n では、一部値が高くなることがあったが、概ね覆砂直後

より 100mg/㎡/d 以下で維持されていた。周辺域の No.8 は、平成 20 年度のみの調
査であったが、No.5n と同程度の 100mg/㎡/d 以下の水準で推移していた。周辺域
の窪地内の No.7 では、覆砂後平成 20 年 2 月までは 200 mg/㎡/d 以下で推移してい
たが、平成 21 年 5 月以降はやや高くなり、100mg/㎡/d～300mg/㎡/d の範囲で推移
していた。覆砂区域の窪地内の No.1 も、No.7 と同程度の 100mg/㎡/d～300mg/㎡
/d の範囲で推移していた。 

 
2) Ｔ-Ｐ 
調査点ごとの推移状況を図 4- 24 に示す。 
いずれの調査点も、主に夏季の 8 月に溶出量が多くなる傾向がみられた。覆砂区

域の浅場の No.5n では、夏季を除いて概ね 20mg/㎡/d 以下で維持されていた。周辺
域の No.8 でも、No.5n と同様の推移を示していた。覆砂区域と周辺域の窪地内に
位置する No.1、No.7 では、少ない時は 10 mg/㎡/d 以下から、多いときは 70mg/
㎡/d を超える値まで、大きく変動していた。 
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第 5 章 底層溶存酸素量 
(１) 調査概要 

1) 調査目的 
現況把握として特に生物量、生物相に影響の大きい溶存酸素量等の生息環境条件

の状況を把握すること。 
 

2) 調査位置 
水質の鉛直観測調査位置を、図 4- 25 に、設置式の機器による連続観測調査位置

を図 4- 26 に示す。 
 

0 5km

凡 例

● 水質(鉛直観測)：平成18～23年度
▲ 水質(鉛直観測)：平成18～20年度
■ 水質(鉛直観測)：平成21～23年度

No.1
No.5n

No.5

No.6

No.8

No.7

 
注 1）覆砂後より最近まで継続的に調査が行われたポイントのみ用いた。  
注 2）No.5 と No.5n は「覆砂区域の浅場」を代表するポイントとしてデータを統一
して用いた。  

図 4- 25 水質調査位置（鉛直観測） 
 

0 5km

凡 例

● 水質(連続観測)：平成18～19年度

■ 水質(連続観測)：平成21～22年度

No.5n

No.5

No.6  
注 1）覆砂後より最近まで継続的に調査が行われたポイントのみ用いた。  
注 2）No.5 と No.5n は「覆砂区域の浅場」を代表するポイントとしてデータを統一
して用いた。  

図 4- 26 水質調査位置（連続観測） 
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3) 調査方法 
 ①鉛直観測 
多項目水質計を船上から垂下し、水質の 1m 毎の鉛直観測を実施した。水質調査

概況を図 4- 27 に、水質調査の調査項目および調査方法を表 4- 9 に示す。 
 

 

図 4- 27 水質調査概況（鉛直観測） 
 

表 4- 9 水質調査の調査項目および調査方法 
項   目  方   法  検体数  

現 
場 

測 

定 

項 

目 

天候  目視による  

－  
気温  棒状温度計による  

色相  色名帳による  

透明度  海洋観測指針(1999) 3.2 による  

水深  レッド間縄による  

水温  

多項目水質計による  
 

鉛直方向  
（1m 毎） 

塩分  

クロロフィル  

濁度  

溶存酸素（DO）  
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 ②連続観測調査 
  連続観測については、図 4- 28に示す設置型水質計を海底面上 1.0ｍ、2.0ｍ、およ
び海面下 1.0ｍに 60昼夜設置し、観測を行った（平成 19年度）。 

 

  
図 4- 28 水質観測機器設置状況（連続観測） 

 

表 4- 10 水質調査の調査項目および調査方法

時期 項目 期間 地点 観測層 

平成 19年度 
水温 
塩分 
DO 

60昼夜連続観測 
（H19年8月上旬～

10月上旬） 

№ 5n 
覆砂区域浅場 

3層 
海面下 1.m  
海底上 1m , 2m 

平成 21年度 
水温 
塩分 
DO 

 
120昼夜連続観測 
（H21年6月下旬～

10月下旬） 

№ 5n 
覆砂区域浅場 

2層 
海面下 0.5 m  
海底上 0.3 m 

№ 6 
周辺域 

1層 
海底上 0.3 m 

平成 22年度 
水温 
塩分 
DO 

120昼夜連続観測 
（H22年7月上旬～

11月上旬） 

№ 5n 
覆砂区域浅場 

3層 
海面下 0.5 m , 3m 
海底上 0.5 m 

№ 6 
周辺域 

5層 
海面下 0.5 m , 3m  
海底上 0.5 m , 2m , 3.5m 
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(２) 調査結果 

1) 鉛直観測 
底層溶存酸素量の推移を図 4- 29に示す。底層溶存酸素量が目標値を下回って貧酸
素状態となるのは、いずれの調査点も、主に 8 月を中心とした夏季に多かった。ま
た浅場のNo.5nや、No.8では比較的貧酸素状態となる頻度が少ない傾向がみられた。 
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図 4- 29 底層溶存酸素量の推移（鉛直観測結果） 
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2) 連続観測 
連続観測は、平成 19年度、21年度、22年度に実施した。観測層等は統一的では

ないためモニタリング成果は年毎に分けて示す。 
 

 ①平成 19年度 
図 4- 30 に覆砂実施箇所の溶存酸素量連続観測結果と風速ベクトルの関係を整理

した。覆砂区域では、底層で貧酸素状態が確認されたが、継続時間は概ね 2～4日程
度で、その後解消した。覆砂区域底層の貧酸素状態は、風速ベクトルが北の場合に

発生することが確認された。また、覆砂区域では、貧酸素状態（溶存酸素量 3.0mg/L
以下）の出現率が少ない傾向があることを確認した（図 4- 31）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4- 30 覆砂実施箇所の溶存酸素量連続観測（平成 19年 No.5）および風速ベクトル 

 

 
図 4- 31 貧酸素状態（DO 3mg/L未満）の出現率（平成 19年） 
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台風後は発生頻度が低い 底層で貧酸素状態。台風前までは、およそ一週間に一回程

台風後、河川水の流入で表層塩分が低下 

海底付近では、海底からの巻き上がりで増加 

台風後、河川水の流入で表層の濁度増加 

 
図 4- 32 水温・塩分・ＤＯ・クロロフィル・濁度の経時変化（平成 19年）
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②平成 21年度 
調査期間前半の 9 月上旬までは、水温・塩分の鉛直的な差が大きく、表層に高水
温低塩分水、底層に低水温高塩分水が分布し成層している時期が多い。DOは、表層
と底層の水温差、塩分差が大きい成層期に、No. 5n及び 6の底層で貧酸素水塊が出
現する傾向にあった。 

3回の台風のうち、20 m/s以上の強風が見られた 10月 18日には、DOは鉛直的
に均一になり、それまでに底層で出現していた貧酸素水塊は解消されたが、その後、

約 10日で緩やかに貧酸素化している状況が見られた。 
 
【調査地点、調査層別の主な状況】 
a. 覆砂区域（No. 5n）の表層（海面下 0.5 m） 
水温 
 

調査期間を通じて 19℃～30℃の範囲内で推移した。 

6月下旬から 8月にかけて上昇傾向がみられ、22～30℃で推移し

た。その後。8月下旬から低下傾向があった。 
塩分 調査期間を通じて、5～32 psuの範囲内で推移した。 

8月中は平均 23 psu（5～28 psuの範囲）で推移したが、9月に

なる上昇傾向がみられ、平均 29 psu（12～32 psu）で推移した。 
DO 平均 9.9 mg/ℓで 2.8～23.1 mg/ℓの範囲内で推移した。 

調査期間前半では、底層で長期間、貧酸素水塊が解消されている

場合には、表層 DOも低くなる傾向が見られた。 
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b. 覆砂区域（No. 5n）の底層（海底上 0.3m） 
水温 
 

調査期間を通じて 19～27℃の範囲内で推移した。 

8 月 1 日を境に急激に水温が低下する傾向が見られた。また同様

の傾向は、9月 1日にも見られ、それ以降は低水温（平均 22℃（20

～24℃））になった。 
塩分 調査期間を通じて 23～33 psuの範囲内で推移した。 

7月（平均 28 psu）から 8月（平均 31 psu）に上昇する傾向があ

った。水温の変動と連動して 8月 1日、9月 1日に急激に上昇す

る傾向が見られた。 
DO 0.0～13.8 mg/ℓの範囲内で推移した。 

8月 1日、9月 1日に低水温高塩分化に伴い、DOが低下し貧酸素

水塊（3 mg/ℓ未満）が出現した。 

貧酸素水塊は、8月に長時間継続して出現する傾向があった。 

一時的に貧酸素水塊が解消されていることがあった。 
 
c. 覆砂周辺区域（No. 6）の底層（海底上 0.3m） 
水温 
 

調査期間を通じて 19～26℃の範囲内で推移した。 
7月 31日に急激に上昇し、8月 31日にも同様に急激に低下する
傾向があった。 
 

塩分 調査期間を通じて 26～33 psuの範囲内で推移した。 
7月（平均 29 psu）から 8月（平均 32 psu）と上昇する傾向が見
られた。水温の変動と連動して、7月 31日、8月 31日には急激
に上昇した。 
 

DO 調査期間を通じて 0.0～11.9 mg/ℓの範囲内で推移した。 
貧酸素水塊は、7 月から 8 月にかけて長時間の出現が多くなる傾
向がみられた。 
7月 31日、8月 31日に水温、塩分の急激な低水温高塩分化と連
動して、DOが急激に低下した。 
 

 
 



 

 

 
図 4- 33 水温・塩分・ＤＯの経時変化（平成 21年度）

第
4
編
 
ﾓ
ﾆﾀﾘ
ﾝｸ
ﾞ-40a

表層と底層の密度差が

ある場合に長期間、貧

酸素水塊が出現しやす

い。 

急激な低水温・高塩分

化が起きると DO が低

下する。 

長期間の貧酸素水塊が

出現しても覆砂区域の

み一時的に貧酸素水塊

が解消される。 

密度

水温

塩分

溶存酸素 



 

第 4編 ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ-41 

 
③平成 22年度 
 
a. 水質の概況 
水温 
 

水温は７月上旬から上昇し、８月下旬～９月上旬にかけて表層で

32℃と最も高くなっていた。その後、９月中旬から下降し始め、
11 月初めには 18℃程度になっていた。水温の変動は、気温の変
動と良く対応しており、９月中旬～下旬にかけて気温が階段状に

低下する時期には、水温変動もこれに追従した変化が見られた。 
 

塩分 塩分は７月上旬～９月上旬頃まで、表層（海面下 0.5ｍ）の塩分
は 10～20psuで変化しており、表層で高温低塩分となっていた。
底層（海底上 0.5ｍ）の塩分は、７月上旬には 26psu 程度であっ
たが、8月中旬には 30～32psuと上昇していた。また、塩分低下
は、必ずしも水位変化と対応しておらず、河川からの直接的な影

響ではなく、低塩分水塊の移動によるものと考えられた。 
 

DO DO は７月初めから９月上旬までの比較的南風が強く連吹してい
る時期は、下層に貧酸素水塊の出現は見られないが、しばしば南

風が弱くなったり、北寄りの風に変化した時期に、下層に 3mg/
Ｌ以下の貧酸素水が出現していた。9 月中旬になると、南寄りの
風から北寄りの風に変化し、これに伴い長期間継続して底層に貧

酸素水が分布していた。その後、10月 27日頃には、3mg/L以下
の貧酸素水の分布は解消されていた。 
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b. 貧酸素水の変動と風との対応性 
底層で貧酸素化が解消する時の状況を見ると（図 4- 34、図 4- 35）、9月上旬ま

での南風が比較的強い時期に底層の貧酸素水は解消される傾向が見られた。これ

は、表層では、風により沖合から岸方向に海水が連行され、下層では、沖方向に

流れるため、恒に沿岸域では、表層の高水温・低塩分水が沿岸部分にプールされ、

密度界面が押し下げられ、底層の貧酸素水塊が沖に移動しているものと考えられ

た。 
一方、7/22～28、8/18～8/22 のように風の弱まりや風向の変化などで、上記の

バランスが壊れる時には、底層に貧酸素水の分布が見られるようになった。上記の

期間以外にも 7/28～8/3、8/30～9/1のように南寄りの風が 5m/s以下に弱まるなど
風の若干の変化で、底層が貧酸素化する状況が見られていることを考慮すると、吹

き寄せによる貧酸素化とその解消機構は微妙なバランスの上にあることが考えら

れた。なお、以上のような現象は、前年度にも見られていた。9月中旬頃から風向
は北寄りに変化しており、この時期には底層に貧酸素水が継続的に分布している。

後述する流速変動によると、9月上旬までのような 2層構造は見られず、表層から
下層まで風方向と一致する南方向の流れであった。 

 
c. 台風通過時の状況 
関東に接近した台風時の状況を見ると（図 4- 34、図 4- 35）、9/8の台風接近時

には、風は南寄りの風から北寄りの風に変化していた。この時の底層では、貧酸素

水は、一時的に解消されていた。また、水温と DOは、鉛直的に均一な状況が見ら
れており、台風の強風による海域の擾乱により、海水が一時的に鉛直的に均一にな

り、底層の貧酸素が解消されたものと考えられた。また、通過前には波高も 0.5ｍ
以上と高くなっており、波浪による鉛直混合が促進されたことも想定された。一方、

10/30の台風接近時には、その 2日前から DOは均一な状況になっていた。この時
の風は、北寄北寄りの若干強い風が吹いているが、風による擾乱によるものかは、

明確ではない。 



 

 

 

 
図 4- 34 水温・塩分・ＤＯの経時変化 No.5n（平成 22年度）
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図 4- 35 水温・塩分・ＤＯの経時変化 No.6（平成 22年度）
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第 6章 底生生物（マクロベントス） 
(１) 調査概要 

1) 調査目的 
 覆砂効果の目標のひとつである豊かな海（底生生物の豊富さ）について効果の持

続状況を把握すること。 
 
2) 調査位置 
底生生物（マクロベントス）の位置を図 4- 36 に示す。 

0 5km

凡 例

● 底生生物(マクロ)：平成18～23年度
▲ 底生生物(マクロ)：平成18～20年度
■ 底生生物(マクロ)：平成21～23年度

No.1
No.5n

No.5

No.6

No.8

No.7

 
注 1）覆砂後より最近まで継続的に調査が行われたポイントのみ用いた。 
注 2）No.5と No.5nは「覆砂区域の浅場」を代表するポイントとしてデータを

統一して用いた。 
 

図 4- 36 底生生物調査位置（マクロベントス） 
 

3) 調査方法 
スミスマッキンタイヤ採泥器（採泥面積 0.05ｍ2）により、海底面表層の底質を採

取し、0.5mm目合のふるいにかけて残ったものを試料とした。 
試料はホルマリンで 10%濃度となるように固定して分析室に搬入後、種の同定、
種ごとの個体数および湿重量を計測した。 
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スミスマッキンタイヤ 
採泥器 

ワイヤー 

バケット 

トリガー 
プレート 

リリースバー 

〔ｽﾐｽﾏｯｷﾝﾀｲﾔ採泥器〕 

（財）日本色彩研究所 

標準土色帖 〔ｽﾐｽﾏｯｷﾝﾀｲﾔ採泥器〕 〔0.5mm目ふるい〕 

 

 
図 4- 37 底生生物調査（採泥器）の概況および使用機器 
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(２) 調査結果 

1) 種類数 
調査点ごとの種類数の推移状況を図 4- 38に示す。 
いずれの調査点も、春季の 5 月に最も多く、夏季の 8 月前後に少なくなる傾向が
みられた。覆砂区域の浅場の No.5nでは、夏季等の値が低下する時期にも 10種を超
える水準が維持されていた。周辺域の No.8と No.6も同様であり、No.8では値の高
くなる春季に No.5n を上回る状況がみられた。一方、覆砂区域と周辺域の窪地内の
No.1、No.7では、値の高くなる春季等は 20種を超えるが、低い時期は 10種を下回
るほどの低い水準となっていた。No.7では平成 22 年の 2 月および 5 月に種類数が
一時的に多くなっていたが、これは平成 21年の貧酸素状態が例年と比較して少なか
ったため、底生生物の生残率が比較的高くなったものと考えられる。 
平成 23年 11月には浅場の No.5nも含めて、全ての調査点で種類数が少なくなっ
た。これは、貧酸素水塊の影響と考えられる。平成 23年 2月には全ての調査点でや
や回復したものの、以降は平成 22年 8月以前と比較して低い水準で推移している。 

 
2) 個体数 
調査点ごとの個体数の推移状況を図 4- 39に示す。 
いずれの調査点も調査時期による変動が大きいが、そのパターンは調査点ごとに

異なっていた。覆砂区域の浅場のNo.5nでは、覆砂後初期の平成 19年 2月を除いて、
概ね 6,000個体/㎡程度を上回る水準が維持されていた。周辺域の No.8でも同様であ
った。同じく周辺域の No.6 ではより低い水準で推移していた。周辺域の窪地内の
No.7では、No.6よりさらに個体数の少ない時期が多いものの、平成 21年の 11月か
ら平成 22年の 8月にかけて個体数が多くなっていた。これは種類数と同様、平成 21
年に貧酸素状態となる回数が少なかったことによるものと考えられる。覆砂区域の

窪地内の No.1では、平成 20年 2月に一時的に多くなったのを除き、概ね 3,000個
体/㎡を下回る低い水準で推移していた。 

 
3) 湿重量 
調査点ごとの湿重量の推移を図 4- 40に示す。 
覆砂区域の浅場の No.5nでは平成 21年 11月以降湿重量が大幅に増加し、他の調
査点比較しても多くなっていた。平成 22年 11月に大幅に減少した後、平成 23年 2
月に一旦回復したが、5月以降は、大幅に増加した平成 21年 11月より前の水準に近
い状態となった。周辺域の No.8でも、No.5nにやや遅れて平成 22年 5月に大幅に
増加し、平成 23年 5 月以降は No.5n と同様減少した。周辺域の窪地の No.7でも、
全体的に低い水準ながら No.5n と同様の変動を示した。以上の調査点における平成
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21年 11月付近の増加は、種類数・個体数と同様平成 21年に貧酸素状態となる回数
が少なかったことによるものと考えられる。周辺域の No.6では顕著な変化のパター
ンはみられず、覆砂区域の窪地の No.1ではほぼ常に低い水準で推移していた。 
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図 4- 38 底生生物(ﾏｸﾛﾍﾞﾝﾄｽ)の種類数の推移 
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図 4- 39 底生生物(ﾏｸﾛﾍﾞﾝﾄｽ)の個体数の推移 
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図 4- 40 底生生物(ﾏｸﾛﾍﾞﾝﾄｽ)の湿重量の推移 
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第 7章 底生生物（メガロベントス） 
(１) 調査概要 

1) 調査目的 
覆砂効果の目標のひとつである豊かな海（底生生物の豊富さ）について効果の持

続状況を把握すること。 
 

2) 調査位置 
底生生物（メガロベントス）の位置を図 4- 41 に示す。 

0 5km

凡 例

底生生物(メガロ)：平成18年度

底生生物(メガロ)：平成19～23年度

周辺域

周辺域

覆砂区域

覆砂区域

 
図 4- 41 底生生物調査位置（メガロベントス） 

 
3) 調査方法 
第 3種底曳網を用いて、速度約 1.5ノットで 5分間（約 225ｍ）の曳網を 2回行い、

1検体とした。なお、調査方法、使用機器の詳細は調査職員の承諾を得た。 
試料はホルマリンで 10%濃度となるように固定して分析室に搬入後、各個体の種
の同定、体長と重量の測定を行った。併せて種別の全個体数および総重量を計測し

た。 
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図 4- 42 底生生物調査（3種網）の概況および使用機器 
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(２) 調査結果 

1) 種類数 
覆砂区域および周辺域の種類数の推移状況を図 4- 43に示す。 
覆砂区域・周辺域ともに、夏季および秋季に減少し、冬季に増加する傾向がみら

れた。覆砂後からしばらくは概ね覆砂区域の方が周辺域より多かったが、平成 21年
11月以降は、周辺域の方が多くなることがたびたびみられた。 
これは、平成 21年 11月から平成 22年 8月までは周辺域の種類数が以前より多く

なったため覆砂区域との差が小さくなり、平成 22 年 10 月以降は覆砂区域・周辺域
とも種類数が大幅に減少したため、やはり両者の差が小さくなったことによる。 
以上の現象は、マクロベントスの項でも述べた通り、平成 21年は貧酸素状態の回
数が少なかったため周辺域も含めてメガロベントスが増加し、平成 22 年 10 月には
覆砂区域・周辺域とも厳しい貧酸素状態となったためメガロベントスが減少したも

のと考えられる。 
 

2) 個体数 
覆砂区域および周辺域の個体数の推移状況を図 4- 44に示す。 
覆砂区域・周辺域ともに、夏季に減少し、冬季と春季に増加する傾向がみられた。

概ね覆砂区域の方が周辺域より多い状況が維持されている。覆砂後からしばらくは

概ね覆砂区域の方が周辺域より多かったが、平成 21 年 7 月以降は差が小さくなり、
周辺域の方が多くなる状況が何度か確認された。 
これは、種類数と同様、平成 21年 7月から平成 22年 8月までは周辺域の種類数
が以前より多くなったため覆砂区域との差が小さくなり、平成 22 年 10 月以降は覆
砂区域・周辺域とも種類数が大幅に減少したため、やはり両者の差が小さくなった

ことによる。 
現象の要因は、種類数と同じく、平成 21年は貧酸素状態の回数が少なかったため
周辺域も含めてメガロベントスが増加し、平成 22 年 10 月には覆砂区域・周辺域と
も厳しい貧酸素状態となったためメガロベントスが減少したものと考えられる。 

 
3) 湿重量 
覆砂区域および周辺域の湿重量の推移状況を図 4- 45に示す。 
覆砂区域・周辺域とも、顕著な季節変化のパターンはみられなかった。また、平

成 21年 7月頃から、それ以前よりも湿重量が一時的に増加したが、平成 22年 10月
に大幅に減少し、概ね元の水準に戻った。 
以上の現象の要因は、種類数・個体数と同じく、平成 21年は貧酸素状態の回数が
少なかったため周辺域も含めてメガロベントスが増加し、平成 22 年 10 月には覆砂
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区域・周辺域とも厳しい貧酸素状態となったためメガロベントスが減少したものと

考えられる。 
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図 4- 43 底生生物(ﾒｶﾞﾛﾍﾞﾝﾄｽ)の種類数の推移 
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 図 4- 44 底生生物(ﾒｶﾞﾛﾍﾞﾝﾄｽ)の個体数の推移 
 

0

5

10

15

20

湿
重
量
(1
0
0
0
g
/4
5
0
m
*
)

覆砂区域

0

5

10

15

20

11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11

湿
重
量
(1
0
0
0
g
/
4
5
0
m
*
)

月

周辺域

H18年度 H19年度 H20年度 H21年度 H22年度 H23年度
 

* 450m＝曳網距離 
 図 4- 45 底生生物(ﾒｶﾞﾛﾍﾞﾝﾄｽ)の湿重量の推移 
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第 8章 魚介類 
(１) 調査概要 

1) 調査目的 
覆砂効果の目標のひとつである豊かな海（魚介類）について効果の持続状況を把

握すること。 
 

2) 調査位置 
曳網調査位置（2種網・3種網）を図 4- 46および図 4- 47に、地形と魚介類の分

布状況調査位置（魚群探知機）を図 4- 48に示す。なお、「第 7章 底生生物（メガロ
ベントス）」において実施した第 3種底曳網による調査結果のうち水産有用種の結果
を本章にて併せて示す。 

 

0 5km

凡 例

魚介類：平成21～23年度

No.1

No.5n

No.7No.8

 
図 4- 46 曳網調査位置（2種網：主に遊泳魚類対象） 
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図 4- 47 曳網調査位置（3種網：主に底生生物対象） 
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　　　　　　　　　　　　凡　　　　例
 　  　　　魚群探知機：平成22年度（春季のみ）
　 　  　　魚群探知機：平成22年度（春季～秋季）

Ln.d5Ln.d4Ln.d2 Ln.d3

Ln.c1

Ln.d1 

Ln.c4

Ln.c2Ln.c3

 
図 4- 48 地形と魚介類の分布状況調査位置（魚群探知機） 

 
3) 調査方法 
 ①曳網調査 
第 2種底曳網を用いて速度約 4ノットで 5分間（約 600ｍ）の曳網を行い、1検体

とした。なお、速度については操業実態に合わせて設定した。採取した試料はホル

マリンで 10%濃度となるよう固定し、分析室に搬入後、各個体の種の同定、体長と
重量の測定を行った。併せて種別の全個体数および総重量を計測した。 
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2種網

２種網 身網の目合い：5.0cm 

袋網の目合い：2.5cm 

長さ：9.0m 

3.0m  

図 4- 49 曳網調査（2種網）の概況および使用機器 
 

 
 

図 4- 50 曳網調査（3種網）の概況および使用機器 
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 ②地形と魚介類の分布状況調査 
メモリー式魚群探知機を艤装した船舶で測線上を航行し、海底地形および魚群の

位置等を記録した。また測線の両端 2 地点および覆砂区域内 1 地点の計 3 地点にお
いて、多項目水質計（水質調査と同じ機器）により底層の溶存酸素量を測定した。 

 

 

作業員

見張員 

調査旗

<調査船>

調査中 

音波 

船頭

D-GPS

魚群探知機

 
図 4- 51 地形と魚介類の分布状況調査（魚群探知機）の概況 
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(２) 調査結果 

1) 曳網調査 
 ①2種網 
曳網調査（2種網）で確認された水産有用種の出現種の推移を表 4- 11に、個体数、
湿重量を図 4- 53に示す。 
出現種は全体的に少なく調査点間の顕著な差はみられなかったが、調査時の優占

種で水産上も重要な種であるスズキが、覆砂区域の浅場の No.5nで平成 23年 2月を
除いて常に確認されており、他の調査点と比較して最も多く確認された。 
個体数、湿重量についても、季節変動が大きく、調査点間の顕著な差はみられな

かった。季節変動については、全ての調査点において、春季に増加し冬季に減少す

る傾向がみられた。また覆砂区域の No.5nと No.1では秋季に増加する傾向がみられ
たのに対し、周辺域の No.8と No.7では秋季に減少する傾向がみられた。 

 

  
図 4- 52 2種網による魚介類調査状況 

 
表 4- 11 水産有用種の出現種の推移（2種網） 

1 軟体動物 ｲｶ ﾂﾂｲｶ ｱｶｲｶ Todarodes pacificus ｽﾙﾒｲｶ ○

2 脊椎動物 硬骨魚 ﾆｼﾝ ﾆｼﾝ Konosirus punctatus ｺﾉｼﾛ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 ｶﾀｸﾁｲﾜｼ Engraulis japonicus ｶﾀｸﾁｲﾜｼ ○ ○ ○ ○

4 ｽｽﾞｷ ﾎﾞﾗ Mugil cephalus ﾎﾞﾗ ○

5 ｶﾏｽ Sphyraena pinguis ｱｶｶﾏｽ ○

6 ｽｽﾞｷ Lateolabrax japonicus ｽｽﾞｷ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 ｱｼﾞ Trachurus japonicus ﾏｱｼﾞ ○

8 ﾀｲ Pagrus major ﾏﾀﾞｲ ○

9 ｶｻｺﾞ ﾌｻｶｻｺﾞ Sebastes inermis ﾒﾊﾞﾙ ○

10 ｺﾁ Platycephalus sp.2 ﾏｺﾞﾁ

2 0 2 0 1 2 1 0 3 2 1 1 1 3 1 1 2 1 0 4 3 3

1 軟体動物 ｲｶ ﾂﾂｲｶ ｱｶｲｶ Todarodes pacificus ｽﾙﾒｲｶ ○

2 脊椎動物 硬骨魚 ﾆｼﾝ ﾆｼﾝ Konosirus punctatus ｺﾉｼﾛ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 ｶﾀｸﾁｲﾜｼ Engraulis japonicus ｶﾀｸﾁｲﾜｼ ○ ○ ○ ○

4 ｽｽﾞｷ ﾎﾞﾗ Mugil cephalus ﾎﾞﾗ ○

5 ｶﾏｽ Sphyraena pinguis ｱｶｶﾏｽ

6 ｽｽﾞｷ Lateolabrax japonicus ｽｽﾞｷ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 ｱｼﾞ Trachurus japonicus ﾏｱｼﾞ ○ ○

8 ﾀｲ Pagrus major ﾏﾀﾞｲ

9 ｶｻｺﾞ ﾌｻｶｻｺﾞ Sebastes inermis ﾒﾊﾞﾙ

10 ｺﾁ Platycephalus sp.2 ﾏｺﾞﾁ ○
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* 水産有用種の選定は「東京湾の漁業と資源（(社)漁業情報サービスセンター発行）」に基づいた。 
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図 4- 53 水産有用種の個体数の推移（2種網） 



 

第 4編 ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ-62 

 

0 

20 

40 

60 

80 

100 

湿
重
量
(1
0
0
0
g
/
6
0
0
m
*
)

No.1

0 

20 

40 

60 

80 

100 

湿
重
量
(1
0
0
0
g
/
60
0
m
*
)

No.5n

0 

20 

40 

60 

80 

100 

5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

湿
重
量
(1
0
0
0
g
/
6
0
0
m
*
)

月

No.7

0 

20 

40 

60 

80 

100 

湿
重
量
(1
0
0
0
g
/
6
0
0
m
*
)

No.8

H21年 H22年 H23年  
* 600m＝曳網距離 

図 4- 54 水産有用種の湿重量の推移（2種網） 



 

 

 
 
 

表 4- 12 魚介類の出現種の推移（2種網・水産有用種以外を含む） 

1 脊椎動物 軟骨魚 ﾈｽﾞﾐｻﾞﾒ ﾄﾞﾁｻﾞﾒ Mustelus griseus ｼﾛｻﾞﾒ ○

2 ｴｲ ｱｶｴｲ Dasyatis akajei ｱｶｴｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 ﾂﾊﾞｸﾛｴｲ Gymnura japonica ﾂﾊﾞｸﾛｴｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 ﾄﾋﾞｴｲ Myliobatis tobijei ﾄﾋﾞｴｲ ○

5 硬骨魚 ﾆｼﾝ ﾆｼﾝ Sardinella zunasi ｻｯﾊﾟ ○ ○ ○ ○ ○

6 Konosirus punctatus ｺﾉｼﾛ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 ｶﾀｸﾁｲﾜｼ Engraulis japonicus ｶﾀｸﾁｲﾜｼ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 ｽｽﾞｷ ﾎﾞﾗ Mugil cephalus ﾎﾞﾗ ○ ○

9 ｶﾏｽ Sphyraena pinguis ｱｶｶﾏｽ ○

10 ｽｽﾞｷ Lateolabrax japonicus ｽｽﾞｷ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 ﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ Apogon lineatus ﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ ○

12 ｱｼﾞ Trachurus japonicus ﾏｱｼﾞ ○ ○ ○

13 ﾋｲﾗｷﾞ Leiognathus nuchalis ﾋｲﾗｷﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 ﾆﾍﾞ Argyrosomus argentatus ｼﾛｸﾞﾁ ○ ○

15 ｲｻｷ Plectorhynchus cinctus ｺｼｮｳﾀﾞｲ ○

16 ﾀｲ Pagrus major ﾏﾀﾞｲ ○

17 ｶｻｺﾞ ﾌｻｶｻｺﾞ Sebastes inermis ﾒﾊﾞﾙ ○

18 ｺﾁ Platycephalus sp.2 ﾏｺﾞﾁ ○

19 ｳﾊﾞｳｵ ﾈｽﾞｯﾎﾟ Repomucenus valenciennei ﾊﾀﾀﾃﾇﾒﾘ ○

20 ﾌｸﾞ ｷﾞﾏ Triacanthus biaculeatus ｷﾞﾏ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21 ﾌｸﾞ Takifugu poecilonotus ｺﾓﾝﾌｸﾞ ○

22 Takifugu pardalis ﾋｶﾞﾝﾌｸﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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②3 種網 

曳網調査（3 種網）で確認された水産有用種の出現種を表 4- 13 に、個体数・湿

重量を図 4- 55 に、個体数・湿重量が多く継続的に確認されたサルボウガイ、ホン

ビノスガイの体サイズの推移を図 4- 56、図 4- 57 に示す。 

種類数は、覆砂区域の No.5n と周辺域の No.8 で顕著な差はみられなかった。た

だし、サルボウガイが覆砂区域でのみ継続的に確認されている他、アカガイが覆砂

区域でより多く確認されている。 

個体数・湿重量は概ね覆砂区域で多く、とくにサルボウガイ、ホンビノスガイが

覆砂区域で多く確認されている。 

体サイズの推移についてみると、覆砂区域の No.5n のサルボウガイ、ホンビノス

ガイは、複数の山がみられており、複数のコホート（≒世代）が継続して生息して

いる状況にあったと考えられる。平成 22 年 10 月以降個体数が大幅に減少したが、

平成 23 年 2 月には再び新たなコホートの加入が確認された。その後、個体数は以

前少ないもののサルボウガイの成長が確認されている。 
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表 4- 13 水産有用種の出現種の推移（3 種網） 

1 ｱｶｶﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 ｻﾙﾎﾞｳｶﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 ﾀｲﾗｷﾞ ○

4 ﾄﾘｶﾞｲ ○ ○ ○

5 ﾊﾞｶｶﾞｲ

6 ﾎﾝﾋﾞﾉｽｶﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 ｱｻﾘ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 ｼﾊﾞｴﾋﾞ ○

9 ｼｬｺ

10 ﾏﾊｾﾞ ○ ○ ○

11 ﾏｺﾞﾁ ○

12 ﾏｺｶﾞﾚｲ ○

0 1 3 2 2 3 2 1 3 3 5 4 3 3 3 5 5 4 1 1 2 5 3 1

1 ｱｶｶﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 ｻﾙﾎﾞｳｶﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 ﾀｲﾗｷﾞ

4 ﾄﾘｶﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○

5 ﾊﾞｶｶﾞｲ ○ ○

6 ﾎﾝﾋﾞﾉｽｶﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 ｱｻﾘ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 ｼﾊﾞｴﾋﾞ

9 ｼｬｺ ○

10 ﾏﾊｾﾞ ○ ○ ○ ○

11 ﾏｺﾞﾁ

12 ﾏｺｶﾞﾚｲ ○ ○ ○ ○

2 1 4 3 5 5 2 3 5 5 5 5 3 4 4 5 5 5 2 2 2 4 4 2

番

号

番

号
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* 水産有用種の選定は「東京湾の漁業と資源（(社)漁業情報サービスセンター発行）」に基づいた。  
ただし、ホンビノスガイは漁業者へのヒアリング結果等に基づき追加した。 
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図 4- 56 サルボウガイの体サイズ組成 
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図 4- 57 ホンビノスガイの体サイズ組成 
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2) 地形と魚介類の分布状況 
覆砂区域を横断する 6 測線において、魚群探知機による遊泳魚類等の調査を行っ
た。測線の地形を、平坦深場、覆砂斜面（法面）、覆砂上面（覆砂地形の上底）の 3
通りに区分し、探査結果を 100m 当たりの魚影出現頻度として整理した（図 4- 62、
図 4- 63、図 4- 64）。また、確認された魚影は中層と底層（底上 1m以内）を区分し
た。魚群探知機による測線調査結果の例を図 4- 60に、魚群探知機による魚影等の確
認例を図 4- 61に示す。 

地形の凡例

平坦深場：

覆砂斜面：

覆砂上面：

Ln ｄ1

Ln ｄ2 Ln ｄ3 Ln ｄ4 Ln ｄ5

Ln c1

 
図 4- 58 調査測線 

 
また、探査した魚影に該当する種は、本事業において同時期に実施した 2 種網に
よる魚介類調査結果を参考とすると、コノシロ、カタクチイワシ、スズキ、ヒイラ

ギ、シログチ、ギマ等が考えられた。海底に生息し、魚群探知機で捉えにくいエイ

類やマゴチ等は魚影の候補から除外した。表 4- 14に参考資料として曳網調査（2種
網）による出現魚類のリストを示す。 
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表 4- 14 曳網調査（2種網）による魚類の出現結果（参考） 

1 5n 7 8 1 5n 7 8 1 5n 7 8

ﾈｽﾞﾐｻﾞﾒ ｼﾛｻﾞﾒ ○ ×魚群探知機で探査されにくいため対象外
ｴｲ ｱｶｴｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×魚群探知機で探査されにくいため対象外

ﾂﾊﾞｸﾛｴｲ ○ ○ ○ ○ ×魚群探知機で探査されにくいため対象外
ﾆｼﾝ ｺﾉｼﾛ ○ ○ ○ 遊泳層 ： 底層～中層

ｶﾀｸﾁｲﾜｼ ○ ○ 遊泳層 ： 底層～表層
ｽｽﾞｷ ｽｽﾞｷ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 遊泳層 ： 底層～表層

ﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ ○ ×出現個体数が少ないため対象外
ﾋｲﾗｷﾞ ○ ○ 遊泳層 ： 底層
ｼﾛｸﾞﾁ ○ 遊泳層 ： 底層

ｶｻｺﾞ ﾏｺﾞﾁ ○ ×魚群探知機で探査されにくいため対象外
ｳﾊﾞｳｵ ﾊﾀﾀﾃﾇﾒﾘ ○ ×魚群探知機で探査されにくいため対象外
ﾌｸﾞ ｷﾞﾏ ○ ○ ○ 遊泳層 ： 底層

ﾋｶﾞﾝﾌｸﾞ ○ ○ ×出現個体数が少ないため対象外
注：魚群探知機で探査した魚影に該当する可能性のある種を黄色で示す。

目 和名 備考
H22/5 H22/8 H22/11

 
  

 
図 4- 59 魚群探知機で探査した魚影に該当する種（参考） 
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表 4- 15 魚群探知機で探査した魚影に該当する種の生態 

出典：東京湾の漁業と資源 その昔と今 平成 17年 3月 社団法人 漁業情報サービスセンター 

・コノシロ 
本州中部以南の内湾および外洋沿岸の中層に群泳する。卵は浮遊卵で、東京湾では 4～7 月に湾奥

部、湾奥部の西側に多く、仔稚魚（全長 5～25mm）は 5～6月にかけて羽田、根岸、本牧、走水、金

田湾の沿岸寄りに多く分布。幼魚～未成魚（7～12cm）の分布の中心は 8～12月に湾奥部にみられる。

成魚は 7～8 月に湾奥部に分布の中心があり、10～12 月には湾央部に、1～3 月は湾央部沿岸寄りの

湾口部に分布する。体長 20㎝前後の個体は 5～10月には全域にみられるが、冬季になると大半が湾

外へ去り、内湾にとどまった個体は湾奥にみられる。体長は 30cm近くまで達し、寿命は 3年以上、

生後 1年で成熟する。食性は動・植物プランクトンと泥中の有機物である。まき網で多く漁獲される

が、刺網でも漁獲される。 

・カタクチイワシ 
九州から北海道に至る太平洋の沿岸から沖合の黒潮域から、黒潮続流域、黒潮親潮移行域、親潮域

まで広く分布する。満 1歳で成熟する。体長は通常 10cm程度であるが、20cmにまで達するものも

ある。成長は海域や季節によって変異が大きく、寿命も 1年から 2年にかけて成長の度合いによって

異なる。沿岸の表層域に分布し、大きな群れを作る。稚幼魚期は小型の動物プランクトンを専食する

が、成長とともに海水を濾過するフィルターの役目を果たす鰓の内側の部分が発達してくると、大型

の動物プランクトンを摂食するようになる。 

・スズキ 
日本各地の汽水域、外海に生息する。外海の水深 60～100m海域で産卵する。孵化後、数か月の浮

遊稚仔魚期を経て、浅海域・汽水域に来遊し、幼魚期は河口域を中心に河川と浅海域で生育する。成

長とともに外海に移動する。1～2月に稚魚。4月に 2cm、8～9月に 16～18cmに達する。成長する

につれ呼び名が変わる出世魚で、生まれたてをコッパ、20cm くらいのものをセイゴ（ここまでを当

歳魚）、生まれて 2年経ち 35cmになったものをフッコ、3～4年経って 60cm以上に成魚となったも

のをスズキと呼ぶ。全長は 100cm に達する。夏の間は、湾奥から河川の中まで進入する。晩秋から

冬の産卵期になると、湾口付近の深みの岩場に産卵し、その後越冬する。主に夜活動し、底生のエビ・

カニ類、小魚を摂食し非常に貪食である。定置網や刺網、そして伝統のあぐり網（まき網の一種）な

どで漁獲される。千葉県盤洲鼻～神奈川県本牧以南の湾口に多く分布するが、湾奥にはフッコ、セイ

ゴが多く分布する。 

 



 

 

 
 

図 4- 60 魚群探知機による測線調査結果の例（Ln.d1）（他の測線は資料編に示す） 
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中層で確認された魚影 

底層で確認された魚影 

魚影無し 

ミズクラゲのパッチ（集団） 

によるノイズ 

図 4- 61 魚群探知機による魚影等の確認例 
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・中層の魚影（魚種：ｺﾉｼﾛ、ｶﾀｸﾁｲﾜｼ、ｽｽﾞｷ等） 

魚影の出現頻度（100m 当たり全測線の平均）は、地形区分による差はほとんどみ

られなかった。5 月、11 月の魚影の出現頻度は 0.5～0.7/100m、8 月は 1.3～1.7/100m

とやや多かった。 
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図 4- 62 中層において確認された魚影の出現頻度 / 100m 全側線平均 

 

・底層の魚影（魚種：ｺﾉｼﾛ、ｶﾀｸﾁｲﾜｼ、ｽｽﾞｷ、ﾋｲﾗｷﾞ、ｼﾛｸﾞﾁ、ｷﾞﾏ等） 

出現頻度（100m 当たり全測線の平均）は、5 月、11 月は地形区分による差はほと

んどみられなかった。8 月は、貧酸素化したと考えられる平坦深場における出現頻度

が低かった。魚影の出現頻度は 5 月は 0.2～0.4/100m と少なく、8 月、11 月が覆砂斜

面、覆砂上面において 1.0～1.2/100m と多かった。 
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図 4- 63 底層(底上 1m 以内)において確認された魚影の出現頻度 / 100m 全側線平均 
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・全層（中層+底層）を遊泳する魚類 

単位距離当たりの魚影の出現頻度は、8 月が 1.5～2.8/100m と最も多く、5 月が 0.8

～1.0/100m と最も少なかった。地形区分別の出現頻度について、5 月、11 月はほと

んど差がみられなかった。8 月は貧酸素化したと考えられる平坦深場における出現頻

度が低く、覆砂斜面、覆砂上面といった覆砂域における魚影の出現頻度が高かった。 
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図 4- 64 全層（中層+底層）において確認された魚影の出現頻度 / 100m 全側線平均 



 

第 4編 ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ-76 
 

 

第 9 章 東北地方太平洋沖地震・津波による変化状況の検討 
(１) 調査概要 

1) 調査目的 

平成 23 年 3 月 11 日に発生した、東北地方太平洋沖地震・津波による覆砂の地形・

底質の変化状況について同年 5 月調査結果から検討を行い、平成 23 年度の現地調

査データを効果持続性の評価に活用することの可否について判断すること。 

 

2) 調査結果概要 

平成 23 年 3 月 11 日に発生した東北地方太平洋沖地震では、図 4- 65 に示すよう

に津波到達時に浦安沖のモニタリングポストにおいて非常に強い流速（170cm/s 程

度）と高濁度が観測された。これにより、覆砂の地形・底質に変化が生じた可能性

がある。 

このため、覆砂効果の持続性の評価に先立ち、地震・津波による地形（水深）や

底質の変化状況を確認し、平成 23 年度の調査データを評価に用いることが可能か

どうかを検討した。 

その結果、表 4- 16 のとおり、評価対象地点の地形（水深）・底質に変化は確認さ

れなかったことから、平成 23 年度の調査データは地震前と同様に評価可能と判断

した。 

 

表 4- 16 地震・津波による変化状況の概要 

検討項目  結果概要  

(1)水深の変化  評価対象地点では、地震・津波に伴う顕

著な地形変化は確認されなかった。ただ

し、局所的に液状化とみられる変化が確

認されていることに注意が必要である。 

(2)底質性状（目視）の変化 海底では噴砂などの特異な状況は確認

されなかった。柱状泥についても地震前

と比較して顕著な変化は確認されなか

った。  

(3)底質粒度（分析）の変化 粒度分析結果でも地震前と比較して顕

著な変化は確認されなかった。  
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図 4- 65 津波到達時間帯の流速・濁度の観測結果 
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(２) 調査結果 
1) 地震・津波前後の水深の変化 

地震・津波による水深変化は、平成 23 年 5 月に簡易測量を実施して早期に確

認したうえで、平成 23 年 7 月の深浅測量結果から詳細に確認した。 

 

①簡易確認結果 

対象とした５地点では、地震・津波に伴う顕著な地形変化は確認されなか

った。 

地震・津波の影響を早期に確認するために、簡易水深測量を 5 月 27 日に 5 地

点で行った。結果を図 4- 66、表 4- 17 に示す。 

地震前（平成 22 年 12 月）の深浅測量結果と比較すると、水深の差値は-20～0

㎝と、わずかに深くなる傾向であった。これは、測定方法の違いによる誤算範囲

といえるが、表 4- 18 に示す広域の地殻変動（10cm 程度沈下）の影響を受けた可

能性も考えられた。 
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図 4- 66 簡易水深測量結果と調査状況 
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表 4- 17 水深の比較結果 

 

 

CDL(m) TP(m) TP(m) (m)

① 1回目 2回目 3回目 4回目 5回目 ②平均 時刻 ③TP(m) ④=②+③ ①-④

A -5.2 -6.4 -6.4 -6.5 -6.4 -6.5 -6.4 -6.4 9:29 0.0 -6.4 0.0 変化なし

B -5.4 -6.6 -6.8 -6.7 -6.5 -6.7 -6.6 -6.7 9:33 0.0 -6.7 -0.1 深くなった

C -5.5 -6.7 -7.0 -6.7 -6.7 -6.7 -6.5 -6.7 9:51 0.0 -6.7 0.0 変化なし

D -6.6 -7.8 -8.0 -8.1 -8.0 -8.0 -8.1 -8.0 9:55 0.0 -8.0 -0.2 深くなった

E -7.2 -8.4 -8.7 -8.6 -8.6 -8.5 -8.6 -8.6 9:48 0.0 -8.6 -0.2 深くなった

平均値 -0.1 深くなった

※潮位は東京（気象庁）の確定値を使用

覆砂域

周辺域

地点

地震前水深 地震後水深　（平成23年5月27日） 地震前後の比較

簡易計測値(m) 計測時の潮位※
変化傾向
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表 4- 18 電子基準点における地殻変動（国土地理院資料） 
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②深浅測量 
地震時の液状化によるとみられる顕著な地形変化を局所的に確認したが、評価

対象地点（No.5n、No.1）とは離れているため評価への影響は小さいと考えら
れる。 
覆砂区域全体の変化を確認するために、7月に行われた深浅測量成果を整理した。 
地震前（平成 22年 12月）の測量成果と比較したところ、図 4- 67のとおり覆砂
の北東側にまとまった海底面の低下傾向が確認された。変化は図 4- 68に示すとおり、
覆砂前の凸部が水平になるパターンであることから、液状化が生じたことが推測さ

れる。この範囲だけで液状化が発生した理由は不明であるが、覆砂前の原地盤が起

伏に富み、硫化水素の気泡が溜まりやすかったことが要因の 1つとして考えられる。 
 

  

 
 

図 4- 67 地震前後の水深変化平面図 

地震前の水深（平成 22年 12 月） 

上昇（堆積）低下（侵食）

地震前後の水深変化 
局所的に海底面の低下傾向が確認

された。地震前は水深 6ｍ程度の
凸部であったが、地震後は水深 7
ｍ程度の水平面となっている。 
これは、地震時に液状化が発生し、

流動性の高まった底質が重力によ

り水平に変化したことが要因とし

て考えられる。 

3D 図化範囲 

（次ページ） 

視点 

No.5n 

No.1 

地震後の水深（平成 23年 7 月） 
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覆砂前（平成 17年 7 月） 

地震前（平成 22年 12 月） 

地震後（平成 23年 7 月） 

凡例（水深,m） 

凡例（水深,m） 

凡例（水深,m） 

原地盤の凸部 

が維持される 

（水深-6ｍ程度） 

地震後はほぼ水平 

（水深 7ｍ程度） 

 

 図 4- 68 地震前後の水深変化立体図（水深の基準：T.P.+0.0m） 
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2) 地震・津波前後の底質の変化 
①地震・津波前後の底質性状（目視）の変化 

目視による柱状泥の観察結果からは、地震・津波に伴う底質性状の特異な変化は

確認されなかった。 
地震時に液状化が生じていた場合、底質の内部構造に変化が生じていると想定さ

れる。これを底質調査時に柱状採泥したサンプルの目視観察により確認した。 
平成 18年度からの柱状泥の目視観察記録を図 4- 70に示す。調査点 No.1、No.6、

No.7、No.8では変化は認められなかった。No.5nでは海底面下 20～40cmに粘土質
が確認され、液状化の痕跡の疑いもあるが、地震前の 2 月にも小規模に確認されて
いるため、地震による変化とは断定できない。 

 

 

 

海底面下 40cm 

海底面下 40cm 海底面 

海底面 

地震前 

地震後 

 
 

図 4- 69 覆砂区域 No.5nの底質性状 
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図 4- 70 底質性状（目視）の推移 
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②地震・津波前後の底質性状（分析）の変化 

底質粒度の分析結果からは、地震・津波に伴う粒度の特異な変化は確認されなか

った。 
地震時に液状化が生じていた場合や、津波時の強い流れで表層が侵食されていた

場合、底質粒度に変化が生じていると想定される。これを底質粒度の分析結果によ

り確認した。 
平成 18年度からの構成比およびシルト粘土の割合を図 4- 71、図 4- 72に示す。地

震・津波後の平成 23年 5月の結果は、過去の変動の範囲内であることから、地震・
津波による特異な変化は確認されなかった。 
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図 4- 71 底質粒度の推移 
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図 4- 72 シルト粘土の割合の推移 
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平成 24年 1月 国土交通省関東地方整備局千葉港湾事務所 
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（資）図 4- 10 水深図（平成 19年 3月） 



  

 
   

 
（資）図 4- 11 水深図（平成 20年 2月） 
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資
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（資）図 4- 12 水深図（平成 20年 12月） 



  

 
   

 

 
（資）図 4- 13 水深図（平成 21年 11月） 
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資
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（資）図 4- 14 水深図（平成 22年 12月） 
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資
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（資）図 4- 15 水深図（平成 23年 7月） 
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（資）図 4- 16 水深図（平成 23年 12月） 
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（資）図 4- 17 水深変化傾向図（平成 19年 3月～平成 20年 2月） 
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資
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（資）図 4- 18 水深変化傾向図（平成 20年 2月～平成 20年 12月） 
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資
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（資）図 4- 19 水深変化傾向図（平成 20年 12月～平成 21年 11月） 
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（資）図 4- 20 水深変化傾向図（平成 21年 11月～平成 22年 12月） 
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（資）図 4- 21 水深変化傾向図（平成 19年 3月～平成 23年 7月） 
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（資）図 4- 22 水深変化傾向図（平成 22年 12月～平成 23年 7月） 
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（資）図 4- 23 水深変化傾向図（平成 23年 7月～平成 23年 12月） 

（
資
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（資）4-22 

3.水質・海象観測結果 
（資）図 4- 24 流向・流速の観測結果  
（資）図 4- 25 波浪観測結果  
（資）図 4- 26 (1) 水質連続観測結果  
（資）図 4- 27 (1) 水質連続観測結果（鉛直イメージ）  
（資）図 4- 27 (2) 水質連続観測結果（鉛直イメージ） 
（資）図 4- 28 気象の概況（平成 21年 6月 24日～10月 24日） 
（資）図 4- 29 水温、塩分、溶存酸素量の連続観測結果 
（資）図 4- 30 気象の概況（平成 22年 7月 6日～11月 5日） 
（資）図 4- 31 水温・塩分・ＤＯ及び流速の連続観測結果 
（資）図 4- 32 水温・塩分・ＤＯ及び流速の連続観測結果 
（資）図 4- 33 流速変動（25時間移動平均）とＤＯの変動 
出典 
・平成 19年度東京湾奥地区環境管理調査報告書  
平成 20年 3月 国土交通省関東地方整備局千葉港湾事務所 

・平成 20年度東京湾奥地区貧酸素水塊現況把握検討業務報告書  
平成 21年 3月 国土交通省関東地方整備局千葉港湾事務所 

・平成 22年度東京湾奥地区貧酸素水塊モニタリング調査報告書 
平成 23年 3月 国土交通省関東地方整備局千葉港湾事務所 

 



 

 

 
注）流速ベクトルは 90分間隔で表示した。 

（地点：No.5 平成 19年 8月 7日～10月 7日 60昼夜） 
（資）図 4- 24 流向・流速の観測結果 
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（地点：No.5 平成 19年 8月 7日～10月 7日 60昼夜） 

（資）図 4- 25 波浪観測結果 

（
資
）
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（地点：No.5 平成 19年 8月 7日～10月 7日 60昼夜） 

（資）図 4- 26 (1) 水質連続観測結果 
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（地点：No.5 平成 19年 8月 7日～10月 7日 60昼夜） 

（資）図 4- 26(2) 水質連続観測結果 
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（縦軸は海底面からの高さを示し、底上 0～1.5ｍを底上 1.0ｍの観測値、底上 1.5～2.5ｍを底上 2.0ｍの観測値、底上 5.5ｍ～海面を海面下 1.0ｍの

観測値で表現した。 

（地点：No.5 平成 19年 8月 7日～10月 7日 60昼夜） 

 
（資）図 4- 27 (1) 水質連続観測結果（鉛直イメージ） 

（
資
）
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（縦軸は海底面からの高さを示し、底上 0～1.5ｍを底上 1.0ｍの観測値、底上 1.5～2.5ｍを底上 2.0ｍの観測値、底上 5.5ｍ～海面を海面下 1.0ｍの

観測値で表現した。 

（地点：No.5 平成 19年 8月 7日～10月 7日 60昼夜） 

 
 

（資）図 4- 27 (2) 水質連続観測結果（鉛直イメージ） 
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潮位（晴海）、風（東京灯標）、波浪（東京灯標）、降水量（船橋）、河川水位（流山） 

（資）図 4- 28 気象の概況（平成 21年 6月 24日～10月 24日） 

（
資
）
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（平成 21年 6月 24日～10月 24日 120昼夜） 
（資）図 4- 29 水温、塩分、溶存酸素量の連続観測結果 

（
資
）
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潮位（晴海）、風（江戸川臨海）、波浪（東京灯標）、降水量（江戸川臨海）、河川水位（流山） 

（資）図 4- 30 気象の概況（平成 22年 7月 6日～11月 5日） 
 

（
資
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（地点：No.5 平成 22年 7月 6日～11月 5日 120昼夜） 

（資）図 4- 31 水温・塩分・ＤＯ及び流速の連続観測結果 

（
資
）

4-32a

―：海面下 0.5ｍ、―：海面下 3.0ｍ、―：海底上 3.5ｍ、―：海底上 2.0ｍ、―：海底上 0.5ｍ 



 

 

 

 
（地点：No.6 平成 22年 7月 6日～11月 5日 120昼夜） 

（資）図 4- 32 水温・塩分・ＤＯ及び流速の連続観測結果 

（
資
）

4-33a

―：海面下 0.5ｍ、―：海面下 3.0ｍ、―：海底上 3.5ｍ、―：海底上 2.0ｍ、―：海底上 0.5ｍ 



 

 

 
（地点：No.6 平成 22年 7月 6日～11月 5日 120昼夜） 

（資）図 4- 33 流速変動（25時間移動平均）とＤＯの変動

（
資
）
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海面下 0.5m 



 



 

（資）4-35 

4.生物調査結果 
（資）表 4- 1 (1) 底生生物の出現種（覆砂区域浅場（No.5・No.5n））  
（資）表 4- 1 (2) 底生生物の出現種（覆砂区域浅場（No.5・No.5n））  
（資）表 4- 1 (3) 底生生物の出現種（覆砂区域浅場（No.5・No.5n））  
（資）表 4- 1 (4) 底生生物の出現種（覆砂区域浅場（No.5・No.5n））  
（資）表 4- 2 (1) 底生生物の出現種（覆砂区域窪地（No.1）） 
（資）表 4- 2 (2) 底生生物の出現種（覆砂区域窪地（No.1）） 
（資）表 4- 2 (3) 底生生物の出現種（覆砂区域窪地（No.1）） 
（資）表 4- 2 (4) 底生生物の出現種（覆砂区域窪地（No.1）） 
（資）表 4- 3 (1) 底生生物の出現種（周辺域） 
（資）表 4- 3 (2) 底生生物の出現種（周辺域） 
（資）表 4- 3 (3) 底生生物の出現種（周辺域） 
（資）表 4- 3 (4) 底生生物の出現種（周辺域） 
（資）表 4- 4 (1) 魚介類の出現種  
（資）表 4- 4 (2) 魚介類の出現種  
出典 
・平成 23年度東京湾奥地区環境管理調査報告書  
平成 24年 1月 国土交通省関東地方整備局千葉港湾事務所 

 



 

 

（資）表 4- 1 (1) 底生生物の出現種（覆砂区域浅場（No.5・No.5n）） 

11 2 3 7 8 9 10 11 2 5 8 11 2 5 6 7 8 9 10 11 2 5 8 10 11 2 5 8 11
1 刺胞動物 ﾋﾄﾞﾛﾑｼ ﾋﾄﾞﾛﾑｼ ｳﾐｻｶﾂﾞｷｶﾞﾔ CAMPANULARIIDAE ｳﾐｻｶﾂﾞｷｶﾞﾔ科
2 花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ EDWARDSIIDAE ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ科 ○
3 ACTINIARIA ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4 CNIDARIA 刺胞動物門
5 扁形動物 ｳｽﾞﾑｼ ﾋﾗﾑｼ POLYCLADIDA ﾋﾗﾑｼ目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6 紐形動物 NEMERTINEA 紐形動物門 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
7 袋形動物 線虫 NEMATODA 線虫綱
8 軟体動物 ﾏｷｶﾞｲ ﾆﾅ ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ FAIRBANKIIDAE ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ科
9 ﾘｿﾂﾎﾞ Alvania concinna ﾀﾏﾂﾎﾞ
10 RISSONIDAE ﾘｿﾂﾎﾞ科 ○ ○ ○ ○ ○ ○
11 ｶﾘﾊﾞｶﾞｻｶﾞｲ Crepidula onyx ｼﾏﾒﾉｳﾌﾈｶﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12 ﾀﾏｶﾞｲ Cryptonatica janthostomoides ｴｿﾞﾀﾏｶﾞｲ ○
13 Glossaulax didyma ﾂﾒﾀｶﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
14 Natica  sp.
15 NATICIDAE ﾀﾏｶﾞｲ科 ○
16 ﾊﾞｲ ｱｸｷｶﾞｲ Rapana venosa ｱｶﾆｼ ○ ○
17 MURICIDAE ｱｸｷｶﾞｲ科 ○
18 ﾀﾓﾄｶﾞｲ PYRENIDAE ﾀﾓﾄｶﾞｲ科
19 ﾑｼﾛｶﾞｲ Hinia festiva ｱﾗﾑｼﾛｶﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○
20 Reticunassa  sp. ○
21 Zeuxis castus ﾊﾅﾑｼﾛｶﾞｲ ○ ○
22 Zeuxis  sp. ○
23 ｺﾛﾓｶﾞｲ Sydaphera spengleriana ｺﾛﾓｶﾞｲ ○
24 ｸﾁｷﾚｶﾞｲ ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ Tiberia pulchella ｸﾁｷﾚｶﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○
25 PYRAMIDELLIDAE ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
26 ﾌﾞﾄﾞｳｶﾞｲ ﾏﾒｳﾗｼﾏｶﾞｲ Ringicula doliaris ﾏﾒｳﾗｼﾏｶﾞｲ ○ ○ ○
27 RINGICULIDAE ﾏﾒｳﾗｼﾏｶﾞｲ科 ○
28 ｽｲﾌｶﾞｲ SCAPHANDRIDAE ｽｲﾌｶﾞｲ科 ○
29 ｷｾﾜﾀｶﾞｲ Philine argentata ｷｾﾜﾀｶﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
30 Yokoyamaia ornatissima ﾖｺﾔﾏｷｾﾜﾀｶﾞｲ
31 PHILINIDAE ｷｾﾜﾀｶﾞｲ科 ○ ○ ○
32 ｶﾉｺｷｾﾜﾀｶﾞｲ AGLAJIDAE ｶﾉｺｷｾﾜﾀｶﾞｲ科 ○ ○ ○ ○ ○
33 ﾋﾄｴｶﾞｲ ｳﾐﾌｸﾛｳ Pleurobranchaea japonica ｳﾐﾌｸﾛｳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
34 PLEUROBRANCHAEIDAE ｳﾐﾌｸﾛｳ科 ○ ○
35 ｳﾐｳｼ ﾀﾃｼﾞﾏｳﾐｳｼ ARMINIDAE ﾀﾃｼﾞﾏｳﾐｳｼ科 ○
36 NUDIBRANCHIA ｳﾐｳｼ目 ○
37 egg of GASTROPODA ﾏｷｶﾞｲ綱の卵 ○ ○
38 GASTROPODA ﾏｷｶﾞｲ綱
39 ﾂﾉｶﾞｲ ﾂﾉｶﾞｲ ﾂﾉｶﾞｲ DENTALIIDAE ﾂﾉｶﾞｲ科
40 ﾆﾏｲｶﾞｲ ﾌﾈｶﾞｲ ﾌﾈｶﾞｲ Scapharca broughtonii ｱｶｶﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
41 Scapharca subcrenata ｻﾙﾎﾞｳｶﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
42 Scapharca  sp. ○ ○ ○
43 ARCIDAE ﾌﾈｶﾞｲ科 ○
44 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ Chloromytilus viridis ﾐﾄﾞﾘｲｶﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○
45 Limnoperna fortunei kikuchii ｺｳﾛｴﾝｶﾜﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ ○ ○ ○
46 Modiolus  sp. ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ属
47 Musculista senhousia ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
48 Musculus cupreus ﾀﾏｴｶﾞｲ
49 Musculus  sp. ﾀﾏｴｶﾞｲ属
50 Modiolus elongatus ﾂﾔｶﾞﾗｽｶﾞｲ
51 Mytilus edulis ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
52 MYTILIDAE ｲｶﾞｲ科
53 ﾊﾎﾞｳｷｶﾞｲ Atrina pectinata ﾀｲﾗｷﾞ
54 ｳｸﾞｲｽｶﾞｲ ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ Crassostrea gigas ﾏｶﾞｷ ○
55 ﾊﾏｸﾞﾘ ﾂｷｶﾞｲ Pillucina pisidium ｳﾒﾉﾊﾅｶﾞｲ ○
56 ｻﾞﾙｶﾞｲ Fulvia mutica ﾄﾘｶﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○
57 Fulvia  sp. ○ ○ ○
58 ﾊﾞｶｶﾞｲ Mactra chinensis ﾊﾞｶｶﾞｲ ○ ○
59 Raeta pulchellus ﾁﾖﾉﾊﾅｶﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
60 ﾆｯｺｳｶﾞｲ Macoma incongrua ﾋﾒｼﾗﾄﾘｶﾞｲ ○
61 Macoma tokyoensis ｺﾞｲｻｷﾞｶﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
62 Macoma  sp. ｼﾗﾄﾘｶﾞｲ属
63 Nitidotellina nitidula ｻｸﾗｶﾞｲ ○ ○
64 Nitidotellina  sp. ｻｸﾗｶﾞｲ属 ○
65 TELLINIDAE ﾆｯｺｳｶﾞｲ科 ○ ○
66 ｱｻｼﾞｶﾞｲ Abrina  sp.
67 Theora fragilis ｼｽﾞｸｶﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

覆砂区域浅場（No.5・No.5n）
H18 H19 H20

番
号

門 綱 目 科 H22 H23種　名 和　名 H21

■：覆砂区域の浅場（No.5・No.5n）で特徴的に確認された種
　　以下の3つの条件に当てはまる種を「覆砂区域で特徴的に確認された種」として選定した。①覆砂区域のみで確認され、周辺域では確認されなかった種②複数回確認された種（一度しか確認されなかった種は対象外）③種レベルまで同定されたもの（～属、～科などは対象外）
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（資）表 4- 1 (2) 底生生物の出現種（覆砂区域浅場（No.5・No.5n）） 

11 2 3 7 8 9 10 11 2 5 8 11 2 5 6 7 8 9 10 11 2 5 8 10 11 2 5 8 11
68 軟体動物 ﾆﾏｲｶﾞｲ ﾊﾏｸﾞﾘ ﾏﾃｶﾞｲ Solen strictus ﾏﾃｶﾞｲ ○ ○ ○ ○
69 Solen  sp. ﾏﾃｶﾞｲ属 ○ ○ ○ ○ ○ ○
70 ｹｼﾊﾏｸﾞﾘ Alvenius ojianus ｹｼﾄﾘｶﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
71 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ Callista  sp. ﾏﾂﾔﾏﾜｽﾚｶﾞｲ属
72 Mercenaria mercenaria ﾎﾝﾋﾞﾉｽｶﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
73 Phacosoma japonicum ｶｶﾞﾐｶﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
74 Phacosoma  sp. ｶｶﾞﾐｶﾞｲ属
75 Ruditapes philippinarum ｱｻﾘ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
76 Saxidomus purpurata ｳﾁﾑﾗｻｷｶﾞｲ ○
77 VENERIDAE ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ科 ○
78 ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ PETRICOLIDAE ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
79 ｵｵﾉｶﾞｲ ｵｵﾉｶﾞｲ Mya arenaria oonogai ｵｵﾉｶﾞｲ ○ ○
80 ｸﾁﾍﾞﾆｶﾞｲ CORBULIDAE ｸﾁﾍﾞﾆｶﾞｲ科 ○ ○
81 ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ Hiatella orientalis ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ ○ ○ ○
82 ﾆｵｶﾞｲ Barnea  sp. ○
83 PHOLADIDAE ﾆｵｶﾞｲ科 ○
84 ｻｻﾞﾅﾐｶﾞｲ Lyonsia ventricosa ｻｻﾞﾅﾐｶﾞｲ
85 ｽｴﾓﾉｶﾞｲ THRACIIDAE ｽｴﾓﾉｶﾞｲ科
86 BIVALVIA ﾆﾏｲｶﾞｲ綱 ○ ○ ○
87 ｲｶ ｺｳｲｶ ｺｳｲｶ Sepiella japonica ｼﾘﾔｹｲｶ
88 ﾀﾞﾝｺﾞｲｶ SEPIOLIDAE ﾀﾞﾝｺﾞｲｶ科 ○ ○ ○
89 ﾋﾒｲｶ Idiosepius pygmaeus paradoxus ﾋﾒｲｶ ○
90 ﾂﾂｲｶ ﾔﾘｲｶ Loligo japonica ｼﾞﾝﾄﾞｳｲｶ ○ ○ ○ ○ ○ ○
91 ｱｶｲｶ Todarodes pacificus ｽﾙﾒｲｶ
93 環形動物 ｺﾞｶｲ ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｳﾛｺﾑｼ Harmothoe  sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
94 POLYNOIDAE ｳﾛｺﾑｼ科 ○
95 ﾀﾝｻﾞｸｺﾞｶｲ CHRYSOPETALIDAE ﾀﾝｻﾞｸｺﾞｶｲ科 ○
96 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ Anaitides  sp. ○ ○ ○
97 Eteone  sp.
98 Eumida  sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
99 PHYLLODOCIDAE ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ科 ○
100 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Gyptis  sp. ○
101 Micropodarke  sp.
102 Ophiodromus angustifrons ﾓｸﾞﾘｵﾄﾋﾒ
103 Ophiodromus  sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
104 HESIONIDAE ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ科 ○
105 ｶｷﾞｺﾞｶｲ Cabira  sp. ○
106 Sigambra tentaculata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
107 ｺﾞｶｲ Neanthes succinea ｱｼﾅｶﾞｺﾞｶｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
108 Nectoneanthes latipoda ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
109 Nereis  sp.
110 Platynereis bicanaliculata ﾂﾙﾋｹﾞｺﾞｶｲ ○
111 Leonnates sp.
112 NEREIDAE ｺﾞｶｲ科 ○ ○
113 ﾁﾛﾘ Glycera chirori ﾁﾛﾘ ○ ○ ○ ○
114 Glycera  sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
115 ﾆｶｲﾁﾛﾘ Glycinde  sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
116 GONIADIDAE ﾆｶｲﾁﾛﾘ科
117 ｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ Nephtys  sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
118 ｲｿﾒ ｲｿﾒ Marphysa  sp.
119 ﾅﾅﾃｲｿﾒ Diopatra bilobata ｽｺﾞｶｲｲｿﾒ
120 ONUPHIDAE ﾅﾅﾃｲｿﾒ科
121 ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ Lumbrineris longifolia ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
122 Lumbrineris  sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
123 LUMBRINERIDAE ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ科 ○ ○
124 ﾉﾘｺｲｿﾒ Dorvillea  sp. ○ ○
125 Schistomeringos  sp.
126 ｽﾋﾟｵ ｽﾋﾟｵ Aonides oxycephala ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
127 Paraprionospio  sp.(A型) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
128 Paraprionospio  sp.(CI型) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
129 Polydora  sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
130 Prionospio aucklandica ﾐﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵ ○ ○ ○ ○ ○
131 Prionospio membranacea ○
132 Prionospio pulchra ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
133 Prionospio  sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
134 Pseudopolydora  sp.
135 Scolelepis  sp. ○

ｳﾐﾀｹｶﾞｲ
ﾓﾄﾞｷ

覆砂区域浅場（No.5・No.5n）
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■：覆砂区域の浅場（No.5・No.5n）で特徴的に確認された種
　　以下の3つの条件に当てはまる種を「覆砂区域で特徴的に確認された種」として選定した。①覆砂区域のみで確認され、周辺域では確認されなかった種②複数回確認された種（一度しか確認されなかった種は対象外）③種レベルまで同定されたもの（～属、～科などは対象外）  
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（資）表 4- 1 (3) 底生生物の出現種（覆砂区域浅場（No.5・No.5n）） 

11 2 3 7 8 9 10 11 2 5 8 11 2 5 6 7 8 9 10 11 2 5 8 10 11 2 5 8 11
136 環形動物 ｺﾞｶｲ ｽﾋﾟｵ ｽﾋﾟｵ Spiophanes bombyx ｴﾗﾅｼｽﾋﾟｵ ○ ○ ○ ○
137 Spiophanes  sp. ○
138 SPIONIDAE ｽﾋﾟｵ科
139 ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ Spiochaetopterus costarum ｱｼﾋﾞｷﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
140 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Cirriformia tentaculata ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
141 Cirriformia  sp. ○
142 Chaetozone  sp. ○ ○
143 Tharyx  sp. ○ ○ ○ ○
144 CIRRATULIDAE ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ科 ○
145 ｲﾄｺﾞｶｲ ｲﾄｺﾞｶｲ Capitella  sp. ○ ○
146 Heteromastus  sp.
147 Mediomastus  sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
148 Notomastus  sp.
149 CAPITELLIDAE ｲﾄｺﾞｶｲ科 ○
150 ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ Armandia  sp.
151 ﾁﾏｷｺﾞｶｲ ﾁﾏｷｺﾞｶｲ Owenia fusiformis ﾁﾏｷｺﾞｶｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
152 OWENIIDAE ﾁﾏｷｺﾞｶｲ科 ○ ○
153 ﾌｻｺﾞｶｲ ｳﾐｲｻｺﾞﾑｼ Lagis bocki ｳﾐｲｻｺﾞﾑｼ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
154 ｶﾝﾑﾘｺﾞｶｲ Lygdamis  sp. ○
155 Sabellaria  sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
156 ｶｻﾞﾘｺﾞｶｲ AMPHARETIDAE ｶｻﾞﾘｺﾞｶｲ科 ○ ○ ○
157 ﾌｻｺﾞｶｲ Lanice  sp. ○
158 Nicolea  sp. ○ ○
159 Streblosoma  sp.
160 TEREBELLIDAE ﾌｻｺﾞｶｲ科 ○
161 ｹﾔﾘ ｹﾔﾘﾑｼ Chone  sp. ○ ○ ○ ○
162 Euchone  sp. ○ ○ ○ ○ ○
163 SABELLIDAE ｹﾔﾘﾑｼ科 ○ ○ ○
164 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ Hydroides ezoensis ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
165 Hydroides fusicola ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
166 Hydroides  sp.
167 SERPULIDAE ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科 ○ ○ ○ ○
168 節足動物 ｳﾐｸﾞﾓ PYCNOGONIDA ｳﾐｸﾞﾓ綱 ○
169 甲殻 ｶｲｱｼ HARPACTICOIDA ﾊﾙﾊﾟｸﾁｽ亜目 ○
170 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ ﾌｼﾞﾂﾎﾞ Balanus amphitrite ﾀﾃｼﾞﾏﾌｼﾞﾂﾎﾞ
171 Balanus eburneus ｱﾒﾘｶﾌｼﾞﾂﾎﾞ
172 Balanus improvisus ﾖｰﾛｯﾊﾟﾌｼﾞﾂﾎﾞ ○
173 ｺﾉﾊｴﾋﾞ ｺﾉﾊｴﾋﾞ Nebalia bipes ｺﾉﾊｴﾋﾞ
174 ｶｲﾑｼ OSTRACODA ｶｲﾑｼ目 ○
175 ｱﾐ ｱﾐ Neomysis  sp. ｲｻｻﾞｱﾐ属 ○
176 MYSIDAE ｱﾐ科 ○
177 ｸ-ﾏ ﾎﾞﾄﾞﾄﾘｱ BODOTRIIDAE ﾎﾞﾄﾞﾄﾘｱ科 ○
178 ﾃﾞｨｱｽﾃｨﾘｽ DIASTYLIDAE ﾃﾞｨｱｽﾃｨﾘｽ科 ○ ○ ○ ○ ○ ○
179 ﾀﾅｲｽ TANAIDACEA ﾀﾅｲｽ目
180 ﾜﾗｼﾞﾑｼ ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ Janiropsis longiantennata ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ
181 ﾖｺｴﾋﾞ ﾌﾄﾋｹﾞｿｺｴﾋﾞ LYSIANASSIDAE ﾌﾄﾋｹﾞｿｺｴﾋﾞ科 ○ ○
182 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ Ampithoe  sp.
183 ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ Grandidierella  sp. ○ ○
184 AORIDAE ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ科 ○
185 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ Corophium  sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
186 ｲｼｸﾖｺｴﾋﾞ Photis  sp.
187 ｶﾏｷﾘﾖｺｴﾋﾞ Jassa  sp. ○
188 ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ Hyale  sp.
189 ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ PHOXOCEPHALIDAE ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科
190 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ Melita  sp.
191 ｸﾁﾊﾞｼｿｺｴﾋﾞ Pontocrates  sp.
192 Synchelidium  sp. ○
193 OEDICEROTIDAE ｸﾁﾊﾞｼｿｺｴﾋﾞ科
194 ｽｶﾞﾒｿｺｴﾋﾞ Ampelisca brevicornis ｸﾋﾞﾅｶﾞｽｶﾞﾒ
195 Ampelisca  sp.
196 GAMMARIDEA ﾖｺｴﾋﾞ亜目
197 ﾜﾚｶﾗ Caprella scaura diceros ﾄｹﾞﾜﾚｶﾗ
198 Caprella penantis ﾏﾙｴﾗﾜﾚｶﾗ
199 ｴﾋﾞ ｸﾙﾏｴﾋﾞ Metapenaeus ensis ﾖｼｴﾋﾞ ○
200 Metapenaeus joyneri ｼﾊﾞｴﾋﾞ
201 Trachypenaeus curvirostris ｻﾙｴﾋﾞ ○ ○ ○ ○
202 PENAEIDAE ｸﾙﾏｴﾋﾞ科

H22 H23H21H19 H20科 種　名

■：覆砂区域の浅場（No.5・No.5n）で特徴的に確認された種
　　以下の3つの条件に当てはまる種を「覆砂区域で特徴的に確認された種」として選定した。①覆砂区域のみで確認され、周辺域では確認されなかった種②複数回確認された種（一度しか確認されなかった種は対象外）③種レベルまで同定されたもの（～属、～科などは対象外）
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（資）表 4- 1 (4) 底生生物の出現種（覆砂区域浅場（No.5・No.5n）） 

11 2 3 7 8 9 10 11 2 5 8 11 2 5 6 7 8 9 10 11 2 5 8 10 11 2 5 8 11
203 節足動物 甲殻 ｴﾋﾞ ｵｷｴﾋﾞ Leptochela gracilis ｿｺｼﾗｴﾋﾞ ○ ○ ○
204 ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ Palaemon  sp. ｽｼﾞｴﾋﾞ属 ○
205 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ Alpheus  sp. ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ属 ○
206 ﾓｴﾋﾞ Latreutes planirostris ﾋﾗﾂﾉﾓｴﾋﾞ
207 ﾛｳｿｸｴﾋﾞ Processa  sp. ﾛｳｿｸｴﾋﾞ属 ○ ○ ○
208 ｴﾋﾞｼﾞｬｺ Crangon  sp. ｴﾋﾞｼﾞｬｺ属 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
209 CRANGONIDAE ｴﾋﾞｼﾞｬｺ科 ○
210 ｱﾅｼﾞｬｺ Upogebia  sp. ｱﾅｼﾞｬｺ属 ○
211 UPOGEBIIDAE ｱﾅｼﾞｬｺ科
212 ﾔﾄﾞｶﾘ Diogenes nitidimanus ﾃﾅｶﾞﾂﾉﾔﾄﾞｶﾘ ○
213 Diogenes  sp. ﾂﾉﾔﾄﾞｶﾘ属 ○ ○
214 Clibanarius infraspinatus ｺﾌﾞﾖｺﾊﾞｻﾐ ○
215 DIOGENIDAE ﾔﾄﾞｶﾘ科 ○
216 ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ PAGURIDAE ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ科
217 ANOMURA ﾔﾄﾞｶﾘ亜目 ○
218 ｺﾌﾞｼｶﾞﾆ Arcania undecimspinosa ｼﾞｭｳｲﾁﾄｹﾞｺﾌﾞｼ ○
219 Philyra syndactyla ﾋﾗｺﾌﾞｼ ○
220 Philyra  sp. ﾏﾒｺﾌﾞｼｶﾞﾆ属
221 ｸﾓｶﾞﾆ Pyromaia tuberculata ｲｯｶｸｸﾓｶﾞﾆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
222 MAJIDAE ｸﾓｶﾞﾆ科 ○ ○
223 ｲﾁｮｳｶﾞﾆ Cancer gibbosulus ｲﾎﾞｲﾁｮｳｶﾞﾆ ○ ○
224 ﾜﾀﾘｶﾞﾆ Charybdis bimaculata ﾌﾀﾎｼｲｼｶﾞﾆ ○
225 Charybdis japonica ｲｼｶﾞﾆ ○ ○ ○
226 Portunus gladiator ｲﾎﾞｶﾞｻﾞﾐ ○
227 PORTUNIDAE ﾜﾀﾘｶﾞﾆ科 ○
228 ｴﾝｺｳｶﾞﾆ Eucrate crenata ﾏﾙﾊﾞｶﾞﾆ ○
229 GONEPLACIDAE ｴﾝｺｳｶﾞﾆ科
230 ｲﾜｶﾞﾆ Eriocheir japonicus ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ
231 Gaetice depressus ﾋﾗｲｿｶﾞﾆ
232 Hemigrapsus longitarsis ｽﾈﾅｶﾞｲｿｶﾞﾆ ○
233 Hemigrapsus takanoi ﾀｶﾉｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ
234 Hemigrapsus  sp. ｲｿｶﾞﾆ属 ○
235 GRAPSIDAE ｲﾜｶﾞﾆ科
236 ｶｸﾚｶﾞﾆ Pinnixa rathbuni ﾗｽﾊﾞﾝﾏﾒｶﾞﾆ ○ ○
237 Pinnixa  sp. ﾏﾒｶﾞﾆ属 ○ ○ ○ ○ ○
238 Pinnotheres  sp. ｼﾛﾋﾟﾝﾉ属 ○ ○ ○ ○
239 PINNOTHERIDAE ｶｸﾚｶﾞﾆ科 ○ ○ ○
240 megalopa of BRACHYURA ｶﾆ亜目のﾒｶﾞﾛﾊﾟ期幼生 ○ ○
241 ｼｬｺ ｼｬｺ Oratosquilla oratoria ｼｬｺ ○
242 触手動物 ﾎｳｷﾑｼ ﾎｳｷﾑｼ ﾎｳｷﾑｼ Phoronis  sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
243 ｺｹﾑｼ ﾌﾀｺｹﾑｼ ﾌｻｺｹﾑｼ BUGULIDAE ﾌｻｺｹﾑｼ科
244 BRYOZOA ｺｹﾑｼ綱 ○
245 棘皮動物 ﾋﾄﾃﾞ ｽﾅﾋﾄﾃﾞ ｽﾅﾋﾄﾃﾞ Luidia quinaria ｽﾅﾋﾄﾃﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
246 ﾓﾐｼﾞｶﾞｲ ﾓﾐｼﾞｶﾞｲﾋﾄﾃﾞ Astropecten  sp. ﾓﾐｼﾞｶﾞｲ属
247 ASTROPECTINIDAE ﾓﾐｼﾞｶﾞｲﾋﾄﾃﾞ科 ○
248 ｷﾋﾄﾃﾞ ｷﾋﾄﾃﾞ Asterias amurensis ﾋﾄﾃﾞ ○ ○ ○ ○
249 ASTEROIDEA ﾋﾄﾃﾞ綱 ○
250 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ ｸﾓﾋﾄﾃﾞ ｸﾓﾋﾄﾃﾞ Ophiura kinbergi ｸｼﾉﾊｸﾓﾋﾄﾃﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
251 OPHIUROIDEA ｸﾓﾋﾄﾃﾞ綱 ○ ○
252 ｳﾆ ﾎﾝｳﾆ ｻﾝｼｮｳｳﾆ Temnopleurus toreumaticus ｻﾝｼｮｳｳﾆ ○
253 ﾅﾏｺ ｲｶﾘﾅﾏｺ ｲｶﾘﾅﾏｺ SYNAPTIDAE ｲｶﾘﾅﾏｺ科
254 原索動物 ﾎﾔ ﾋﾒﾎﾞﾔ ｷｵﾅ Ciona intestinalis ｶﾀﾕｳﾚｲﾎﾞﾔ ○
255 Ciona  sp. ○
256 ｱｽｷｼﾞｱ Ascidia  sp.
257 ASCIDIIDAE ｱｽｷｼﾞｱ科 ○
258 ｺﾚﾗ Corella japonica ﾄﾞﾛﾎﾞﾔ ○
259 ﾏﾎﾞﾔ ｽﾁｴﾗ Styela clava ｴﾎﾞﾔ
260 Styela plicata ｼﾛﾎﾞﾔ ○ ○
261 STYELIDAE ｽﾁｴﾗ科 ○ ○
262 ﾋﾟｳﾗ PYURIDAE ﾋﾟｳﾗ科
263 ﾓﾙｸﾞﾗ Molgula manhattensis ﾏﾝﾊｯﾀﾝﾎﾞﾔ ○
264 MOLGULIDAE ﾓﾙｸﾞﾗ科
265 ASCIDIACEA ﾎﾔ綱
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覆砂区域浅場（No.5・No.5n）
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種類数

■：覆砂区域の浅場（No.5・No.5n）で特徴的に確認された種
　　以下の3つの条件に当てはまる種を「覆砂区域で特徴的に確認された種」として選定した。①覆砂区域のみで確認され、周辺域では確認されなかった種②複数回確認された種（一度しか確認されなかった種は対象外）③種レベルまで同定されたもの（～属、～科などは対象外）

番
号

門 和　名 H18 H19綱 目 科 種　名

 

（
資
）

4-39a



 

 

（資）表 4- 2 (1) 底生生物の出現種（覆砂区域窪地（No.1）） 

11 2 3 7 8 9 10 11 2 5 8 11 2 5 6 7 8 9 10 11 2 5 8 10 11 2 5 8 11
1 刺胞動物 ﾋﾄﾞﾛﾑｼ ﾋﾄﾞﾛﾑｼ ｳﾐｻｶﾂﾞｷｶﾞﾔ CAMPANULARIIDAE ｳﾐｻｶﾂﾞｷｶﾞﾔ科
2 花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ EDWARDSIIDAE ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ科
3 ACTINIARIA ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 ○
4 CNIDARIA 刺胞動物門
5 扁形動物 ｳｽﾞﾑｼ ﾋﾗﾑｼ POLYCLADIDA ﾋﾗﾑｼ目
6 紐形動物 NEMERTINEA 紐形動物門 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
7 袋形動物 線虫 NEMATODA 線虫綱
8 軟体動物 ﾏｷｶﾞｲ ﾆﾅ ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ FAIRBANKIIDAE ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ科 ○
9 ﾘｿﾂﾎﾞ Alvania concinna ﾀﾏﾂﾎﾞ
10 RISSONIDAE ﾘｿﾂﾎﾞ科 ○ ○ ○ ○ ○
11 ｶﾘﾊﾞｶﾞｻｶﾞｲ Crepidula onyx ｼﾏﾒﾉｳﾌﾈｶﾞｲ ○
12 ﾀﾏｶﾞｲ Cryptonatica janthostomoides ｴｿﾞﾀﾏｶﾞｲ
13 Glossaulax didyma ﾂﾒﾀｶﾞｲ ○
14 Natica  sp.
15 NATICIDAE ﾀﾏｶﾞｲ科
16 ﾊﾞｲ ｱｸｷｶﾞｲ Rapana venosa ｱｶﾆｼ
17 MURICIDAE ｱｸｷｶﾞｲ科
18 ﾀﾓﾄｶﾞｲ PYRENIDAE ﾀﾓﾄｶﾞｲ科 ○
19 ﾑｼﾛｶﾞｲ Hinia festiva ｱﾗﾑｼﾛｶﾞｲ
20 Reticunassa  sp.
21 Zeuxis castus ﾊﾅﾑｼﾛｶﾞｲ
22 Zeuxis  sp.
23 ｺﾛﾓｶﾞｲ Sydaphera spengleriana ｺﾛﾓｶﾞｲ
24 ｸﾁｷﾚｶﾞｲ ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ Tiberia pulchella ｸﾁｷﾚｶﾞｲ
25 PYRAMIDELLIDAE ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ科 ○ ○ ○ ○
26 ﾌﾞﾄﾞｳｶﾞｲ ﾏﾒｳﾗｼﾏｶﾞｲ Ringicula doliaris ﾏﾒｳﾗｼﾏｶﾞｲ ○
27 RINGICULIDAE ﾏﾒｳﾗｼﾏｶﾞｲ科
28 ｽｲﾌｶﾞｲ SCAPHANDRIDAE ｽｲﾌｶﾞｲ科
29 ｷｾﾜﾀｶﾞｲ Philine argentata ｷｾﾜﾀｶﾞｲ ○
30 Yokoyamaia ornatissima ﾖｺﾔﾏｷｾﾜﾀｶﾞｲ ○
31 PHILINIDAE ｷｾﾜﾀｶﾞｲ科
32 ｶﾉｺｷｾﾜﾀｶﾞｲ AGLAJIDAE ｶﾉｺｷｾﾜﾀｶﾞｲ科 ○
33 ﾋﾄｴｶﾞｲ ｳﾐﾌｸﾛｳ Pleurobranchaea japonica ｳﾐﾌｸﾛｳ ○
34 PLEUROBRANCHAEIDAE ｳﾐﾌｸﾛｳ科
35 ｳﾐｳｼ ﾀﾃｼﾞﾏｳﾐｳｼ ARMINIDAE ﾀﾃｼﾞﾏｳﾐｳｼ科
36 NUDIBRANCHIA ｳﾐｳｼ目
37 egg of GASTROPODA ﾏｷｶﾞｲ綱の卵
38 GASTROPODA ﾏｷｶﾞｲ綱
39 ﾂﾉｶﾞｲ ﾂﾉｶﾞｲ ﾂﾉｶﾞｲ DENTALIIDAE ﾂﾉｶﾞｲ科
40 ﾆﾏｲｶﾞｲ ﾌﾈｶﾞｲ ﾌﾈｶﾞｲ Scapharca broughtonii ｱｶｶﾞｲ
41 Scapharca subcrenata ｻﾙﾎﾞｳｶﾞｲ ○ ○
42 Scapharca  sp.
43 ARCIDAE ﾌﾈｶﾞｲ科
44 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ Chloromytilus viridis ﾐﾄﾞﾘｲｶﾞｲ
45 Limnoperna fortunei kikuchii ｺｳﾛｴﾝｶﾜﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ ○
46 Modiolus  sp. ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ属 ○
47 Musculista senhousia ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○
48 Musculus cupreus ﾀﾏｴｶﾞｲ
49 Musculus  sp. ﾀﾏｴｶﾞｲ属
50 Modiolus elongatus ﾂﾔｶﾞﾗｽｶﾞｲ
51 Mytilus edulis ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ ○
52 MYTILIDAE ｲｶﾞｲ科 ○
53 ﾊﾎﾞｳｷｶﾞｲ Atrina pectinata ﾀｲﾗｷﾞ
54 ｳｸﾞｲｽｶﾞｲ ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ Crassostrea gigas ﾏｶﾞｷ ○
55 ﾊﾏｸﾞﾘ ﾂｷｶﾞｲ Pillucina pisidium ｳﾒﾉﾊﾅｶﾞｲ
56 ｻﾞﾙｶﾞｲ Fulvia mutica ﾄﾘｶﾞｲ
57 Fulvia  sp.
58 ﾊﾞｶｶﾞｲ Mactra chinensis ﾊﾞｶｶﾞｲ
59 Raeta pulchellus ﾁﾖﾉﾊﾅｶﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
60 ﾆｯｺｳｶﾞｲ Macoma incongrua ﾋﾒｼﾗﾄﾘｶﾞｲ
61 Macoma tokyoensis ｺﾞｲｻｷﾞｶﾞｲ ○
62 Macoma  sp. ｼﾗﾄﾘｶﾞｲ属
63 Nitidotellina nitidula ｻｸﾗｶﾞｲ
64 Nitidotellina  sp. ｻｸﾗｶﾞｲ属
65 TELLINIDAE ﾆｯｺｳｶﾞｲ科
66 ｱｻｼﾞｶﾞｲ Abrina  sp.
67 Theora fragilis ｼｽﾞｸｶﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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（資）表 4- 2 (2) 底生生物の出現種（覆砂区域窪地（No.1）） 

11 2 3 7 8 9 10 11 2 5 8 11 2 5 6 7 8 9 10 11 2 5 8 10 11 2 5 8 11
68 軟体動物 ﾆﾏｲｶﾞｲ ﾊﾏｸﾞﾘ ﾏﾃｶﾞｲ Solen strictus ﾏﾃｶﾞｲ
69 Solen  sp. ﾏﾃｶﾞｲ属 ○
70 ｹｼﾊﾏｸﾞﾘ Alvenius ojianus ｹｼﾄﾘｶﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○
71 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ Callista  sp. ﾏﾂﾔﾏﾜｽﾚｶﾞｲ属
72 Mercenaria mercenaria ﾎﾝﾋﾞﾉｽｶﾞｲ ○ ○ ○
73 Phacosoma japonicum ｶｶﾞﾐｶﾞｲ
74 Phacosoma  sp. ｶｶﾞﾐｶﾞｲ属
75 Ruditapes philippinarum ｱｻﾘ ○
76 Saxidomus purpurata ｳﾁﾑﾗｻｷｶﾞｲ
77 VENERIDAE ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ科
78 ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ PETRICOLIDAE ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ科 ○
79 ｵｵﾉｶﾞｲ ｵｵﾉｶﾞｲ Mya arenaria oonogai ｵｵﾉｶﾞｲ
80 ｸﾁﾍﾞﾆｶﾞｲ CORBULIDAE ｸﾁﾍﾞﾆｶﾞｲ科
81 ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ Hiatella orientalis ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ
82 ﾆｵｶﾞｲ Barnea  sp.
83 PHOLADIDAE ﾆｵｶﾞｲ科
84 ｻｻﾞﾅﾐｶﾞｲ Lyonsia ventricosa ｻｻﾞﾅﾐｶﾞｲ
85 ｽｴﾓﾉｶﾞｲ THRACIIDAE ｽｴﾓﾉｶﾞｲ科
86 BIVALVIA ﾆﾏｲｶﾞｲ綱 ○
87 ｲｶ ｺｳｲｶ ｺｳｲｶ Sepiella japonica ｼﾘﾔｹｲｶ ○
88 ﾀﾞﾝｺﾞｲｶ SEPIOLIDAE ﾀﾞﾝｺﾞｲｶ科
89 ﾋﾒｲｶ Idiosepius pygmaeus paradoxus ﾋﾒｲｶ
90 ﾂﾂｲｶ ﾔﾘｲｶ Loligo japonica ｼﾞﾝﾄﾞｳｲｶ ○ ○ ○
91 ｱｶｲｶ Todarodes pacificus ｽﾙﾒｲｶ
93 環形動物 ｺﾞｶｲ ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｳﾛｺﾑｼ Harmothoe  sp.
94 POLYNOIDAE ｳﾛｺﾑｼ科
95 ﾀﾝｻﾞｸｺﾞｶｲ CHRYSOPETALIDAE ﾀﾝｻﾞｸｺﾞｶｲ科
96 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ Anaitides  sp.
97 Eteone  sp.
98 Eumida  sp. ○ ○ ○
99 PHYLLODOCIDAE ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ科 ○
100 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Gyptis  sp. ○
101 Micropodarke  sp.
102 Ophiodromus angustifrons ﾓｸﾞﾘｵﾄﾋﾒ
103 Ophiodromus  sp. ○ ○ ○ ○
104 HESIONIDAE ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ科
105 ｶｷﾞｺﾞｶｲ Cabira  sp. ○
106 Sigambra tentaculata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
107 ｺﾞｶｲ Neanthes succinea ｱｼﾅｶﾞｺﾞｶｲ ○ ○ ○ ○
108 Nectoneanthes latipoda ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
109 Nereis  sp. ○
110 Platynereis bicanaliculata ﾂﾙﾋｹﾞｺﾞｶｲ
111 Leonnates sp.
112 NEREIDAE ｺﾞｶｲ科
113 ﾁﾛﾘ Glycera chirori ﾁﾛﾘ
114 Glycera  sp. ○ ○ ○ ○ ○
115 ﾆｶｲﾁﾛﾘ Glycinde  sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
116 GONIADIDAE ﾆｶｲﾁﾛﾘ科
117 ｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ Nephtys  sp. ○ ○ ○ ○ ○
118 ｲｿﾒ ｲｿﾒ Marphysa  sp.
119 ﾅﾅﾃｲｿﾒ Diopatra bilobata ｽｺﾞｶｲｲｿﾒ
120 ONUPHIDAE ﾅﾅﾃｲｿﾒ科
121 ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ Lumbrineris longifolia ○ ○
122 Lumbrineris  sp. ○ ○
123 LUMBRINERIDAE ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ科
124 ﾉﾘｺｲｿﾒ Dorvillea  sp.
125 Schistomeringos  sp.
126 ｽﾋﾟｵ ｽﾋﾟｵ Aonides oxycephala
127 Paraprionospio  sp.(A型) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
128 Paraprionospio  sp.(CI型) ○ ○ ○ ○
129 Polydora  sp. ○ ○ ○ ○
130 Prionospio aucklandica ﾐﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵ ○ ○
131 Prionospio membranacea
132 Prionospio pulchra ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
133 Prionospio  sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
134 Pseudopolydora  sp. ○ ○
135 Scolelepis  sp.
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（資）表 4- 2 (3) 底生生物の出現種（覆砂区域窪地（No.1）） 

11 2 3 7 8 9 10 11 2 5 8 11 2 5 6 7 8 9 10 11 2 5 8 10 11 2 5 8 11
136 環形動物 ｺﾞｶｲ ｽﾋﾟｵ ｽﾋﾟｵ Spiophanes bombyx ｴﾗﾅｼｽﾋﾟｵ
137 Spiophanes  sp.
138 SPIONIDAE ｽﾋﾟｵ科
139 ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ Spiochaetopterus costarum ｱｼﾋﾞｷﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ ○ ○ ○
140 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Cirriformia tentaculata ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ
141 Cirriformia  sp.
142 Chaetozone  sp. ○
143 Tharyx  sp.
144 CIRRATULIDAE ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ科
145 ｲﾄｺﾞｶｲ ｲﾄｺﾞｶｲ Capitella  sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
146 Heteromastus  sp.
147 Mediomastus  sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
148 Notomastus  sp.
149 CAPITELLIDAE ｲﾄｺﾞｶｲ科 ○
150 ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ Armandia  sp.
151 ﾁﾏｷｺﾞｶｲ ﾁﾏｷｺﾞｶｲ Owenia fusiformis ﾁﾏｷｺﾞｶｲ
152 OWENIIDAE ﾁﾏｷｺﾞｶｲ科
153 ﾌｻｺﾞｶｲ ｳﾐｲｻｺﾞﾑｼ Lagis bocki ｳﾐｲｻｺﾞﾑｼ ○ ○ ○ ○
154 ｶﾝﾑﾘｺﾞｶｲ Lygdamis  sp.
155 Sabellaria  sp.
156 ｶｻﾞﾘｺﾞｶｲ AMPHARETIDAE ｶｻﾞﾘｺﾞｶｲ科
157 ﾌｻｺﾞｶｲ Lanice  sp.
158 Nicolea  sp.
159 Streblosoma  sp.
160 TEREBELLIDAE ﾌｻｺﾞｶｲ科
161 ｹﾔﾘ ｹﾔﾘﾑｼ Chone  sp.
162 Euchone  sp. ○ ○ ○ ○ ○
163 SABELLIDAE ｹﾔﾘﾑｼ科
164 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ Hydroides ezoensis ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ
165 Hydroides fusicola
166 Hydroides  sp.
167 SERPULIDAE ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科
168 節足動物 ｳﾐｸﾞﾓ PYCNOGONIDA ｳﾐｸﾞﾓ綱
169 甲殻 ｶｲｱｼ HARPACTICOIDA ﾊﾙﾊﾟｸﾁｽ亜目
170 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ ﾌｼﾞﾂﾎﾞ Balanus amphitrite ﾀﾃｼﾞﾏﾌｼﾞﾂﾎﾞ
171 Balanus eburneus ｱﾒﾘｶﾌｼﾞﾂﾎﾞ ○
172 Balanus improvisus ﾖｰﾛｯﾊﾟﾌｼﾞﾂﾎﾞ ○
173 ｺﾉﾊｴﾋﾞ ｺﾉﾊｴﾋﾞ Nebalia bipes ｺﾉﾊｴﾋﾞ
174 ｶｲﾑｼ OSTRACODA ｶｲﾑｼ目
175 ｱﾐ ｱﾐ Neomysis  sp. ｲｻｻﾞｱﾐ属
176 MYSIDAE ｱﾐ科 ○
177 ｸ-ﾏ ﾎﾞﾄﾞﾄﾘｱ BODOTRIIDAE ﾎﾞﾄﾞﾄﾘｱ科
178 ﾃﾞｨｱｽﾃｨﾘｽ DIASTYLIDAE ﾃﾞｨｱｽﾃｨﾘｽ科
179 ﾀﾅｲｽ TANAIDACEA ﾀﾅｲｽ目
180 ﾜﾗｼﾞﾑｼ ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ Janiropsis longiantennata ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ
181 ﾖｺｴﾋﾞ ﾌﾄﾋｹﾞｿｺｴﾋﾞ LYSIANASSIDAE ﾌﾄﾋｹﾞｿｺｴﾋﾞ科
182 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ Ampithoe  sp.
183 ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ Grandidierella  sp. ○
184 AORIDAE ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ科
185 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ Corophium  sp. ○ ○ ○
186 ｲｼｸﾖｺｴﾋﾞ Photis  sp.
187 ｶﾏｷﾘﾖｺｴﾋﾞ Jassa  sp.
188 ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ Hyale  sp.
189 ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ PHOXOCEPHALIDAE ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科
190 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ Melita  sp.
191 ｸﾁﾊﾞｼｿｺｴﾋﾞ Pontocrates  sp.
192 Synchelidium  sp.
193 OEDICEROTIDAE ｸﾁﾊﾞｼｿｺｴﾋﾞ科
194 ｽｶﾞﾒｿｺｴﾋﾞ Ampelisca brevicornis ｸﾋﾞﾅｶﾞｽｶﾞﾒ
195 Ampelisca  sp.
196 GAMMARIDEA ﾖｺｴﾋﾞ亜目
197 ﾜﾚｶﾗ Caprella scaura diceros ﾄｹﾞﾜﾚｶﾗ
198 Caprella penantis ﾏﾙｴﾗﾜﾚｶﾗ
199 ｴﾋﾞ ｸﾙﾏｴﾋﾞ Metapenaeus ensis ﾖｼｴﾋﾞ
200 Metapenaeus joyneri ｼﾊﾞｴﾋﾞ
201 Trachypenaeus curvirostris ｻﾙｴﾋﾞ
202 PENAEIDAE ｸﾙﾏｴﾋﾞ科
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（資）表 4- 2 (4) 底生生物の出現種（覆砂区域窪地（No.1）） 
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203 節足動物 甲殻 ｴﾋﾞ ｵｷｴﾋﾞ Leptochela gracilis ｿｺｼﾗｴﾋﾞ
204 ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ Palaemon  sp. ｽｼﾞｴﾋﾞ属
205 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ Alpheus  sp. ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ属
206 ﾓｴﾋﾞ Latreutes planirostris ﾋﾗﾂﾉﾓｴﾋﾞ
207 ﾛｳｿｸｴﾋﾞ Processa  sp. ﾛｳｿｸｴﾋﾞ属
208 ｴﾋﾞｼﾞｬｺ Crangon  sp. ｴﾋﾞｼﾞｬｺ属
209 CRANGONIDAE ｴﾋﾞｼﾞｬｺ科
210 ｱﾅｼﾞｬｺ Upogebia  sp. ｱﾅｼﾞｬｺ属 ○
211 UPOGEBIIDAE ｱﾅｼﾞｬｺ科
212 ﾔﾄﾞｶﾘ Diogenes nitidimanus ﾃﾅｶﾞﾂﾉﾔﾄﾞｶﾘ
213 Diogenes  sp. ﾂﾉﾔﾄﾞｶﾘ属
214 Clibanarius infraspinatus ｺﾌﾞﾖｺﾊﾞｻﾐ
215 DIOGENIDAE ﾔﾄﾞｶﾘ科
216 ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ PAGURIDAE ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ科
217 ANOMURA ﾔﾄﾞｶﾘ亜目
218 ｺﾌﾞｼｶﾞﾆ Arcania undecimspinosa ｼﾞｭｳｲﾁﾄｹﾞｺﾌﾞｼ ○
219 Philyra syndactyla ﾋﾗｺﾌﾞｼ
220 Philyra  sp. ﾏﾒｺﾌﾞｼｶﾞﾆ属
221 ｸﾓｶﾞﾆ Pyromaia tuberculata ｲｯｶｸｸﾓｶﾞﾆ ○ ○
222 MAJIDAE ｸﾓｶﾞﾆ科
223 ｲﾁｮｳｶﾞﾆ Cancer gibbosulus ｲﾎﾞｲﾁｮｳｶﾞﾆ
224 ﾜﾀﾘｶﾞﾆ Charybdis bimaculata ﾌﾀﾎｼｲｼｶﾞﾆ
225 Charybdis japonica ｲｼｶﾞﾆ ○ ○ ○ ○
226 Portunus gladiator ｲﾎﾞｶﾞｻﾞﾐ
227 PORTUNIDAE ﾜﾀﾘｶﾞﾆ科
228 ｴﾝｺｳｶﾞﾆ Eucrate crenata ﾏﾙﾊﾞｶﾞﾆ
229 GONEPLACIDAE ｴﾝｺｳｶﾞﾆ科
230 ｲﾜｶﾞﾆ Eriocheir japonicus ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ
231 Gaetice depressus ﾋﾗｲｿｶﾞﾆ
232 Hemigrapsus longitarsis ｽﾈﾅｶﾞｲｿｶﾞﾆ
233 Hemigrapsus takanoi ﾀｶﾉｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ
234 Hemigrapsus  sp. ｲｿｶﾞﾆ属
235 GRAPSIDAE ｲﾜｶﾞﾆ科
236 ｶｸﾚｶﾞﾆ Pinnixa rathbuni ﾗｽﾊﾞﾝﾏﾒｶﾞﾆ
237 Pinnixa  sp. ﾏﾒｶﾞﾆ属
238 Pinnotheres  sp. ｼﾛﾋﾟﾝﾉ属
239 PINNOTHERIDAE ｶｸﾚｶﾞﾆ科
240 megalopa of BRACHYURA ｶﾆ亜目のﾒｶﾞﾛﾊﾟ期幼生 ○
241 ｼｬｺ ｼｬｺ Oratosquilla oratoria ｼｬｺ
242 触手動物 ﾎｳｷﾑｼ ﾎｳｷﾑｼ ﾎｳｷﾑｼ Phoronis  sp.
243 ｺｹﾑｼ ﾌﾀｺｹﾑｼ ﾌｻｺｹﾑｼ BUGULIDAE ﾌｻｺｹﾑｼ科
244 BRYOZOA ｺｹﾑｼ綱
245 棘皮動物 ﾋﾄﾃﾞ ｽﾅﾋﾄﾃﾞ ｽﾅﾋﾄﾃﾞ Luidia quinaria ｽﾅﾋﾄﾃﾞ ○ ○
246 ﾓﾐｼﾞｶﾞｲ ﾓﾐｼﾞｶﾞｲﾋﾄﾃﾞ Astropecten  sp. ﾓﾐｼﾞｶﾞｲ属
247 ASTROPECTINIDAE ﾓﾐｼﾞｶﾞｲﾋﾄﾃﾞ科
248 ｷﾋﾄﾃﾞ ｷﾋﾄﾃﾞ Asterias amurensis ﾋﾄﾃﾞ ○
249 ASTEROIDEA ﾋﾄﾃﾞ綱
250 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ ｸﾓﾋﾄﾃﾞ ｸﾓﾋﾄﾃﾞ Ophiura kinbergi ｸｼﾉﾊｸﾓﾋﾄﾃﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○
251 OPHIUROIDEA ｸﾓﾋﾄﾃﾞ綱
252 ｳﾆ ﾎﾝｳﾆ ｻﾝｼｮｳｳﾆ Temnopleurus toreumaticus ｻﾝｼｮｳｳﾆ
253 ﾅﾏｺ ｲｶﾘﾅﾏｺ ｲｶﾘﾅﾏｺ SYNAPTIDAE ｲｶﾘﾅﾏｺ科
254 原索動物 ﾎﾔ ﾋﾒﾎﾞﾔ ｷｵﾅ Ciona intestinalis ｶﾀﾕｳﾚｲﾎﾞﾔ
255 Ciona  sp.
256 ｱｽｷｼﾞｱ Ascidia  sp.
257 ASCIDIIDAE ｱｽｷｼﾞｱ科
258 ｺﾚﾗ Corella japonica ﾄﾞﾛﾎﾞﾔ
259 ﾏﾎﾞﾔ ｽﾁｴﾗ Styela clava ｴﾎﾞﾔ
260 Styela plicata ｼﾛﾎﾞﾔ
261 STYELIDAE ｽﾁｴﾗ科
262 ﾋﾟｳﾗ PYURIDAE ﾋﾟｳﾗ科
263 ﾓﾙｸﾞﾗ Molgula manhattensis ﾏﾝﾊｯﾀﾝﾎﾞﾔ
264 MOLGULIDAE ﾓﾙｸﾞﾗ科
265 ASCIDIACEA ﾎﾔ綱
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（資）表 4- 3 (1) 底生生物の出現種（周辺域） 

11 2 3 7 8 9 10 11 2 5 8 11 2 5 6 7 8 9 10 11 2 5 8 10 11 2 5 8 11
1 刺胞動物 ﾋﾄﾞﾛﾑｼ ﾋﾄﾞﾛﾑｼ ｳﾐｻｶﾂﾞｷｶﾞﾔ CAMPANULARIIDAE ｳﾐｻｶﾂﾞｷｶﾞﾔ科 ○
2 花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ EDWARDSIIDAE ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ科 ○ ○
3 ACTINIARIA ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4 CNIDARIA 刺胞動物門 ○
5 扁形動物 ｳｽﾞﾑｼ ﾋﾗﾑｼ POLYCLADIDA ﾋﾗﾑｼ目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6 紐形動物 NEMERTINEA 紐形動物門 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
7 袋形動物 線虫 NEMATODA 線虫綱 ○
8 軟体動物 ﾏｷｶﾞｲ ﾆﾅ ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ FAIRBANKIIDAE ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ科 ○ ○ ○
9 ﾘｿﾂﾎﾞ Alvania concinna ﾀﾏﾂﾎﾞ ○
10 RISSONIDAE ﾘｿﾂﾎﾞ科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11 ｶﾘﾊﾞｶﾞｻｶﾞｲ Crepidula onyx ｼﾏﾒﾉｳﾌﾈｶﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12 ﾀﾏｶﾞｲ Cryptonatica janthostomoides ｴｿﾞﾀﾏｶﾞｲ
13 Glossaulax didyma ﾂﾒﾀｶﾞｲ ○
14 Natica  sp.
15 NATICIDAE ﾀﾏｶﾞｲ科 ○
16 ﾊﾞｲ ｱｸｷｶﾞｲ Rapana venosa ｱｶﾆｼ ○ ○ ○
17 MURICIDAE ｱｸｷｶﾞｲ科 ○
18 ﾀﾓﾄｶﾞｲ PYRENIDAE ﾀﾓﾄｶﾞｲ科
19 ﾑｼﾛｶﾞｲ Hinia festiva ｱﾗﾑｼﾛｶﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○
20 Reticunassa  sp. ○ ○
21 Zeuxis castus ﾊﾅﾑｼﾛｶﾞｲ ○ ○ ○
22 Zeuxis  sp.
23 ｺﾛﾓｶﾞｲ Sydaphera spengleriana ｺﾛﾓｶﾞｲ
24 ｸﾁｷﾚｶﾞｲ ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ Tiberia pulchella ｸﾁｷﾚｶﾞｲ ○ ○ ○ ○
25 PYRAMIDELLIDAE ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
26 ﾌﾞﾄﾞｳｶﾞｲ ﾏﾒｳﾗｼﾏｶﾞｲ Ringicula doliaris ﾏﾒｳﾗｼﾏｶﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
27 RINGICULIDAE ﾏﾒｳﾗｼﾏｶﾞｲ科 ○ ○ ○
28 ｽｲﾌｶﾞｲ SCAPHANDRIDAE ｽｲﾌｶﾞｲ科 ○ ○ ○
29 ｷｾﾜﾀｶﾞｲ Philine argentata ｷｾﾜﾀｶﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
30 Yokoyamaia ornatissima ﾖｺﾔﾏｷｾﾜﾀｶﾞｲ ○
31 PHILINIDAE ｷｾﾜﾀｶﾞｲ科 ○ ○ ○ ○ ○
32 ｶﾉｺｷｾﾜﾀｶﾞｲ AGLAJIDAE ｶﾉｺｷｾﾜﾀｶﾞｲ科 ○ ○ ○
33 ﾋﾄｴｶﾞｲ ｳﾐﾌｸﾛｳ Pleurobranchaea japonica ｳﾐﾌｸﾛｳ ○ ○ ○ ○
34 PLEUROBRANCHAEIDAE ｳﾐﾌｸﾛｳ科 ○ ○
35 ｳﾐｳｼ ﾀﾃｼﾞﾏｳﾐｳｼ ARMINIDAE ﾀﾃｼﾞﾏｳﾐｳｼ科
36 NUDIBRANCHIA ｳﾐｳｼ目
37 egg of GASTROPODA ﾏｷｶﾞｲ綱の卵 ○ ○ ○ ○
38 GASTROPODA ﾏｷｶﾞｲ綱 ○ ○ ○
39 ﾂﾉｶﾞｲ ﾂﾉｶﾞｲ ﾂﾉｶﾞｲ DENTALIIDAE ﾂﾉｶﾞｲ科
40 ﾆﾏｲｶﾞｲ ﾌﾈｶﾞｲ ﾌﾈｶﾞｲ Scapharca broughtonii ｱｶｶﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
41 Scapharca subcrenata ｻﾙﾎﾞｳｶﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
42 Scapharca  sp. ○
43 ARCIDAE ﾌﾈｶﾞｲ科 ○ ○ ○ ○
44 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ Chloromytilus viridis ﾐﾄﾞﾘｲｶﾞｲ ○ ○ ○ ○
45 Limnoperna fortunei kikuchii ｺｳﾛｴﾝｶﾜﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ ○ ○
46 Modiolus  sp. ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ属
47 Musculista senhousia ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
48 Musculus cupreus ﾀﾏｴｶﾞｲ ○
49 Musculus  sp. ﾀﾏｴｶﾞｲ属 ○
50 Modiolus elongatus ﾂﾔｶﾞﾗｽｶﾞｲ ○ ○
51 Mytilus edulis ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
52 MYTILIDAE ｲｶﾞｲ科 ○
53 ﾊﾎﾞｳｷｶﾞｲ Atrina pectinata ﾀｲﾗｷﾞ ○
54 ｳｸﾞｲｽｶﾞｲ ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ Crassostrea gigas ﾏｶﾞｷ ○
55 ﾊﾏｸﾞﾘ ﾂｷｶﾞｲ Pillucina pisidium ｳﾒﾉﾊﾅｶﾞｲ
56 ｻﾞﾙｶﾞｲ Fulvia mutica ﾄﾘｶﾞｲ ○ ○ ○ ○
57 Fulvia  sp. ○
58 ﾊﾞｶｶﾞｲ Mactra chinensis ﾊﾞｶｶﾞｲ
59 Raeta pulchellus ﾁﾖﾉﾊﾅｶﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
60 ﾆｯｺｳｶﾞｲ Macoma incongrua ﾋﾒｼﾗﾄﾘｶﾞｲ ○
61 Macoma tokyoensis ｺﾞｲｻｷﾞｶﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○
62 Macoma  sp. ｼﾗﾄﾘｶﾞｲ属 ○
63 Nitidotellina nitidula ｻｸﾗｶﾞｲ
64 Nitidotellina  sp. ｻｸﾗｶﾞｲ属 ○
65 TELLINIDAE ﾆｯｺｳｶﾞｲ科 ○ ○
66 ｱｻｼﾞｶﾞｲ Abrina  sp. ○
67 Theora fragilis ｼｽﾞｸｶﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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（資）表 4- 3 (2) 底生生物の出現種（周辺域） 

11 2 3 7 8 9 10 11 2 5 8 11 2 5 6 7 8 9 10 11 2 5 8 10 11 2 5 8 11
68 軟体動物 ﾆﾏｲｶﾞｲ ﾊﾏｸﾞﾘ ﾏﾃｶﾞｲ Solen strictus ﾏﾃｶﾞｲ
69 Solen  sp. ﾏﾃｶﾞｲ属 ○
70 ｹｼﾊﾏｸﾞﾘ Alvenius ojianus ｹｼﾄﾘｶﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
71 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ Callista  sp. ﾏﾂﾔﾏﾜｽﾚｶﾞｲ属 ○ ○
72 Mercenaria mercenaria ﾎﾝﾋﾞﾉｽｶﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
73 Phacosoma japonicum ｶｶﾞﾐｶﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○
74 Phacosoma  sp. ｶｶﾞﾐｶﾞｲ属
75 Ruditapes philippinarum ｱｻﾘ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
76 Saxidomus purpurata ｳﾁﾑﾗｻｷｶﾞｲ
77 VENERIDAE ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ科 ○
78 ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ PETRICOLIDAE ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
79 ｵｵﾉｶﾞｲ ｵｵﾉｶﾞｲ Mya arenaria oonogai ｵｵﾉｶﾞｲ ○
80 ｸﾁﾍﾞﾆｶﾞｲ CORBULIDAE ｸﾁﾍﾞﾆｶﾞｲ科
81 ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ Hiatella orientalis ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○
82 ﾆｵｶﾞｲ Barnea  sp.
83 PHOLADIDAE ﾆｵｶﾞｲ科
84 ｻｻﾞﾅﾐｶﾞｲ Lyonsia ventricosa ｻｻﾞﾅﾐｶﾞｲ
85 ｽｴﾓﾉｶﾞｲ THRACIIDAE ｽｴﾓﾉｶﾞｲ科 ○
86 BIVALVIA ﾆﾏｲｶﾞｲ綱 ○ ○ ○
87 ｲｶ ｺｳｲｶ ｺｳｲｶ Sepiella japonica ｼﾘﾔｹｲｶ
88 ﾀﾞﾝｺﾞｲｶ SEPIOLIDAE ﾀﾞﾝｺﾞｲｶ科 ○
89 ﾋﾒｲｶ Idiosepius pygmaeus paradoxus ﾋﾒｲｶ
90 ﾂﾂｲｶ ﾔﾘｲｶ Loligo japonica ｼﾞﾝﾄﾞｳｲｶ ○ ○ ○ ○
91 ｱｶｲｶ Todarodes pacificus ｽﾙﾒｲｶ ○
93 環形動物 ｺﾞｶｲ ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｳﾛｺﾑｼ Harmothoe  sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
94 POLYNOIDAE ｳﾛｺﾑｼ科 ○ ○
95 ﾀﾝｻﾞｸｺﾞｶｲ CHRYSOPETALIDAE ﾀﾝｻﾞｸｺﾞｶｲ科 ○
96 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ Anaitides  sp. ○ ○ ○ ○ ○
97 Eteone  sp. ○ ○ ○
98 Eumida  sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
99 PHYLLODOCIDAE ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ科 ○ ○ ○ ○
100 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Gyptis  sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
101 Micropodarke  sp.
102 Ophiodromus angustifrons ﾓｸﾞﾘｵﾄﾋﾒ ○
103 Ophiodromus  sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
104 HESIONIDAE ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ科 ○
105 ｶｷﾞｺﾞｶｲ Cabira  sp. ○ ○ ○
106 Sigambra tentaculata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
107 ｺﾞｶｲ Neanthes succinea ｱｼﾅｶﾞｺﾞｶｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
108 Nectoneanthes latipoda ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
109 Nereis  sp. ○
110 Platynereis bicanaliculata ﾂﾙﾋｹﾞｺﾞｶｲ
111 Leonnates sp. ○
112 NEREIDAE ｺﾞｶｲ科 ○ ○ ○
113 ﾁﾛﾘ Glycera chirori ﾁﾛﾘ ○ ○ ○ ○
114 Glycera  sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
115 ﾆｶｲﾁﾛﾘ Glycinde  sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
116 GONIADIDAE ﾆｶｲﾁﾛﾘ科 ○
117 ｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ Nephtys  sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
118 ｲｿﾒ ｲｿﾒ Marphysa  sp. ○
119 ﾅﾅﾃｲｿﾒ Diopatra bilobata ｽｺﾞｶｲｲｿﾒ ○
120 ONUPHIDAE ﾅﾅﾃｲｿﾒ科 ○
121 ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ Lumbrineris longifolia ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
122 Lumbrineris  sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
123 LUMBRINERIDAE ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ科 ○ ○ ○
124 ﾉﾘｺｲｿﾒ Dorvillea  sp. ○ ○
125 Schistomeringos  sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○
126 ｽﾋﾟｵ ｽﾋﾟｵ Aonides oxycephala ○ ○ ○
127 Paraprionospio  sp.(A型) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
128 Paraprionospio  sp.(CI型) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
129 Polydora  sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
130 Prionospio aucklandica ﾐﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
131 Prionospio membranacea ○ ○
132 Prionospio pulchra ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
133 Prionospio  sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
134 Pseudopolydora  sp. ○ ○ ○ ○ ○
135 Scolelepis  sp. ○ ○ ○ ○
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（資）表 4- 3 (3) 底生生物の出現種（周辺域） 

11 2 3 7 8 9 10 11 2 5 8 11 2 5 6 7 8 9 10 11 2 5 8 10 11 2 5 8 11
136 環形動物 ｺﾞｶｲ ｽﾋﾟｵ ｽﾋﾟｵ Spiophanes bombyx ｴﾗﾅｼｽﾋﾟｵ ○ ○
137 Spiophanes  sp.
138 SPIONIDAE ｽﾋﾟｵ科 ○
139 ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ Spiochaetopterus costarum ｱｼﾋﾞｷﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
140 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Cirriformia tentaculata ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
141 Cirriformia  sp. ○ ○
142 Chaetozone  sp. ○ ○ ○ ○ ○
143 Tharyx  sp. ○ ○ ○ ○
144 CIRRATULIDAE ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ科
145 ｲﾄｺﾞｶｲ ｲﾄｺﾞｶｲ Capitella  sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
146 Heteromastus  sp. ○
147 Mediomastus  sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
148 Notomastus  sp. ○ ○ ○ ○
149 CAPITELLIDAE ｲﾄｺﾞｶｲ科 ○
150 ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ Armandia  sp. ○
151 ﾁﾏｷｺﾞｶｲ ﾁﾏｷｺﾞｶｲ Owenia fusiformis ﾁﾏｷｺﾞｶｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
152 OWENIIDAE ﾁﾏｷｺﾞｶｲ科 ○
153 ﾌｻｺﾞｶｲ ｳﾐｲｻｺﾞﾑｼ Lagis bocki ｳﾐｲｻｺﾞﾑｼ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
154 ｶﾝﾑﾘｺﾞｶｲ Lygdamis  sp.
155 Sabellaria  sp. ○ ○
156 ｶｻﾞﾘｺﾞｶｲ AMPHARETIDAE ｶｻﾞﾘｺﾞｶｲ科 ○
157 ﾌｻｺﾞｶｲ Lanice  sp. ○ ○
158 Nicolea  sp. ○ ○ ○
159 Streblosoma  sp. ○
160 TEREBELLIDAE ﾌｻｺﾞｶｲ科 ○ ○ ○ ○
161 ｹﾔﾘ ｹﾔﾘﾑｼ Chone  sp. ○ ○ ○
162 Euchone  sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
163 SABELLIDAE ｹﾔﾘﾑｼ科 ○
164 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ Hydroides ezoensis ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
165 Hydroides fusicola ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
166 Hydroides  sp. ○ ○
167 SERPULIDAE ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科 ○ ○ ○ ○
168 節足動物 ｳﾐｸﾞﾓ PYCNOGONIDA ｳﾐｸﾞﾓ綱 ○
169 甲殻 ｶｲｱｼ HARPACTICOIDA ﾊﾙﾊﾟｸﾁｽ亜目 ○ ○ ○
170 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ ﾌｼﾞﾂﾎﾞ Balanus amphitrite ﾀﾃｼﾞﾏﾌｼﾞﾂﾎﾞ ○
171 Balanus eburneus ｱﾒﾘｶﾌｼﾞﾂﾎﾞ ○
172 Balanus improvisus ﾖｰﾛｯﾊﾟﾌｼﾞﾂﾎﾞ ○ ○
173 ｺﾉﾊｴﾋﾞ ｺﾉﾊｴﾋﾞ Nebalia bipes ｺﾉﾊｴﾋﾞ ○ ○
174 ｶｲﾑｼ OSTRACODA ｶｲﾑｼ目
175 ｱﾐ ｱﾐ Neomysis  sp. ｲｻｻﾞｱﾐ属
176 MYSIDAE ｱﾐ科 ○
177 ｸ-ﾏ ﾎﾞﾄﾞﾄﾘｱ BODOTRIIDAE ﾎﾞﾄﾞﾄﾘｱ科
178 ﾃﾞｨｱｽﾃｨﾘｽ DIASTYLIDAE ﾃﾞｨｱｽﾃｨﾘｽ科 ○ ○ ○ ○
179 ﾀﾅｲｽ TANAIDACEA ﾀﾅｲｽ目
180 ﾜﾗｼﾞﾑｼ ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ Janiropsis longiantennata ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ ○
181 ﾖｺｴﾋﾞ ﾌﾄﾋｹﾞｿｺｴﾋﾞ LYSIANASSIDAE ﾌﾄﾋｹﾞｿｺｴﾋﾞ科 ○ ○ ○
182 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ Ampithoe  sp. ○ ○
183 ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ Grandidierella  sp. ○
184 AORIDAE ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ科 ○ ○
185 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ Corophium  sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
186 ｲｼｸﾖｺｴﾋﾞ Photis  sp.
187 ｶﾏｷﾘﾖｺｴﾋﾞ Jassa  sp.
188 ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ Hyale  sp.
189 ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ PHOXOCEPHALIDAE ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 ○
190 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ Melita  sp. ○ ○
191 ｸﾁﾊﾞｼｿｺｴﾋﾞ Pontocrates  sp. ○ ○
192 Synchelidium  sp. ○ ○ ○
193 OEDICEROTIDAE ｸﾁﾊﾞｼｿｺｴﾋﾞ科 ○
194 ｽｶﾞﾒｿｺｴﾋﾞ Ampelisca brevicornis ｸﾋﾞﾅｶﾞｽｶﾞﾒ ○
195 Ampelisca  sp. ○ ○
196 GAMMARIDEA ﾖｺｴﾋﾞ亜目
197 ﾜﾚｶﾗ Caprella scaura diceros ﾄｹﾞﾜﾚｶﾗ
198 Caprella penantis ﾏﾙｴﾗﾜﾚｶﾗ ○
199 ｴﾋﾞ ｸﾙﾏｴﾋﾞ Metapenaeus ensis ﾖｼｴﾋﾞ ○
200 Metapenaeus joyneri ｼﾊﾞｴﾋﾞ ○
201 Trachypenaeus curvirostris ｻﾙｴﾋﾞ
202 PENAEIDAE ｸﾙﾏｴﾋﾞ科 ○

H22 H23
周辺域

種　名 H18 H19 H20 H21
番
号

門 和　名綱 目 科

 

（
資
）

4-46a



 

 

（資）表 4- 3 (4) 底生生物の出現種（周辺域） 

11 2 3 7 8 9 10 11 2 5 8 11 2 5 6 7 8 9 10 11 2 5 8 10 11 2 5 8 11
203 節足動物 甲殻 ｴﾋﾞ ｵｷｴﾋﾞ Leptochela gracilis ｿｺｼﾗｴﾋﾞ ○ ○ ○ ○
204 ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ Palaemon  sp. ｽｼﾞｴﾋﾞ属 ○
205 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ Alpheus  sp. ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ属 ○
206 ﾓｴﾋﾞ Latreutes planirostris ﾋﾗﾂﾉﾓｴﾋﾞ ○ ○
207 ﾛｳｿｸｴﾋﾞ Processa  sp. ﾛｳｿｸｴﾋﾞ属 ○ ○ ○ ○ ○ ○
208 ｴﾋﾞｼﾞｬｺ Crangon  sp. ｴﾋﾞｼﾞｬｺ属 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
209 CRANGONIDAE ｴﾋﾞｼﾞｬｺ科 ○
210 ｱﾅｼﾞｬｺ Upogebia  sp. ｱﾅｼﾞｬｺ属
211 UPOGEBIIDAE ｱﾅｼﾞｬｺ科 ○
212 ﾔﾄﾞｶﾘ Diogenes nitidimanus ﾃﾅｶﾞﾂﾉﾔﾄﾞｶﾘ ○
213 Diogenes  sp. ﾂﾉﾔﾄﾞｶﾘ属
214 Clibanarius infraspinatus ｺﾌﾞﾖｺﾊﾞｻﾐ
215 DIOGENIDAE ﾔﾄﾞｶﾘ科
216 ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ PAGURIDAE ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ科 ○
217 ANOMURA ﾔﾄﾞｶﾘ亜目 ○
218 ｺﾌﾞｼｶﾞﾆ Arcania undecimspinosa ｼﾞｭｳｲﾁﾄｹﾞｺﾌﾞｼ
219 Philyra syndactyla ﾋﾗｺﾌﾞｼ ○
220 Philyra  sp. ﾏﾒｺﾌﾞｼｶﾞﾆ属 ○
221 ｸﾓｶﾞﾆ Pyromaia tuberculata ｲｯｶｸｸﾓｶﾞﾆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
222 MAJIDAE ｸﾓｶﾞﾆ科 ○ ○
223 ｲﾁｮｳｶﾞﾆ Cancer gibbosulus ｲﾎﾞｲﾁｮｳｶﾞﾆ ○ ○ ○ ○ ○
224 ﾜﾀﾘｶﾞﾆ Charybdis bimaculata ﾌﾀﾎｼｲｼｶﾞﾆ
225 Charybdis japonica ｲｼｶﾞﾆ ○ ○ ○
226 Portunus gladiator ｲﾎﾞｶﾞｻﾞﾐ
227 PORTUNIDAE ﾜﾀﾘｶﾞﾆ科 ○
228 ｴﾝｺｳｶﾞﾆ Eucrate crenata ﾏﾙﾊﾞｶﾞﾆ ○ ○ ○ ○ ○ ○
229 GONEPLACIDAE ｴﾝｺｳｶﾞﾆ科 ○
230 ｲﾜｶﾞﾆ Eriocheir japonicus ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ ○
231 Gaetice depressus ﾋﾗｲｿｶﾞﾆ ○
232 Hemigrapsus longitarsis ｽﾈﾅｶﾞｲｿｶﾞﾆ ○ ○
233 Hemigrapsus takanoi ﾀｶﾉｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ ○ ○
234 Hemigrapsus  sp. ｲｿｶﾞﾆ属
235 GRAPSIDAE ｲﾜｶﾞﾆ科 ○
236 ｶｸﾚｶﾞﾆ Pinnixa rathbuni ﾗｽﾊﾞﾝﾏﾒｶﾞﾆ ○ ○ ○
237 Pinnixa  sp. ﾏﾒｶﾞﾆ属 ○ ○ ○ ○
238 Pinnotheres  sp. ｼﾛﾋﾟﾝﾉ属 ○ ○ ○ ○
239 PINNOTHERIDAE ｶｸﾚｶﾞﾆ科 ○ ○ ○ ○
240 megalopa of BRACHYURA ｶﾆ亜目のﾒｶﾞﾛﾊﾟ期幼生 ○ ○ ○ ○
241 ｼｬｺ ｼｬｺ Oratosquilla oratoria ｼｬｺ ○
242 触手動物 ﾎｳｷﾑｼ ﾎｳｷﾑｼ ﾎｳｷﾑｼ Phoronis  sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
243 ｺｹﾑｼ ﾌﾀｺｹﾑｼ ﾌｻｺｹﾑｼ BUGULIDAE ﾌｻｺｹﾑｼ科 ○
244 BRYOZOA ｺｹﾑｼ綱
245 棘皮動物 ﾋﾄﾃﾞ ｽﾅﾋﾄﾃﾞ ｽﾅﾋﾄﾃﾞ Luidia quinaria ｽﾅﾋﾄﾃﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
246 ﾓﾐｼﾞｶﾞｲ ﾓﾐｼﾞｶﾞｲﾋﾄﾃﾞ Astropecten  sp. ﾓﾐｼﾞｶﾞｲ属 ○
247 ASTROPECTINIDAE ﾓﾐｼﾞｶﾞｲﾋﾄﾃﾞ科
248 ｷﾋﾄﾃﾞ ｷﾋﾄﾃﾞ Asterias amurensis ﾋﾄﾃﾞ ○
249 ASTEROIDEA ﾋﾄﾃﾞ綱 ○
250 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ ｸﾓﾋﾄﾃﾞ ｸﾓﾋﾄﾃﾞ Ophiura kinbergi ｸｼﾉﾊｸﾓﾋﾄﾃﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
251 OPHIUROIDEA ｸﾓﾋﾄﾃﾞ綱 ○ ○ ○ ○
252 ｳﾆ ﾎﾝｳﾆ ｻﾝｼｮｳｳﾆ Temnopleurus toreumaticus ｻﾝｼｮｳｳﾆ ○
253 ﾅﾏｺ ｲｶﾘﾅﾏｺ ｲｶﾘﾅﾏｺ SYNAPTIDAE ｲｶﾘﾅﾏｺ科
254 原索動物 ﾎﾔ ﾋﾒﾎﾞﾔ ｷｵﾅ Ciona intestinalis ｶﾀﾕｳﾚｲﾎﾞﾔ ○ ○
255 Ciona  sp. ○ ○ ○
256 ｱｽｷｼﾞｱ Ascidia  sp. ○
257 ASCIDIIDAE ｱｽｷｼﾞｱ科
258 ｺﾚﾗ Corella japonica ﾄﾞﾛﾎﾞﾔ
259 ﾏﾎﾞﾔ ｽﾁｴﾗ Styela clava ｴﾎﾞﾔ ○
260 Styela plicata ｼﾛﾎﾞﾔ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
261 STYELIDAE ｽﾁｴﾗ科 ○ ○
262 ﾋﾟｳﾗ PYURIDAE ﾋﾟｳﾗ科 ○
263 ﾓﾙｸﾞﾗ Molgula manhattensis ﾏﾝﾊｯﾀﾝﾎﾞﾔ
264 MOLGULIDAE ﾓﾙｸﾞﾗ科 ○
265 ASCIDIACEA ﾎﾔ綱 ○
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（資）表 4- 4 (1) 魚介類の出現種 

1 刺胞動物 CNIDARIA 刺胞動物門
2 扁形動物 ｳｽﾞﾑｼ ﾋﾗﾑｼ POLYCLADIDA ﾋﾗﾑｼ目
3 軟体動物 ﾏｷｶﾞｲ ﾆﾅ ｶﾘﾊﾞｶﾞｻｶﾞｲ Crepidula onyx ｼﾏﾒﾉｳﾌﾈｶﾞｲ ○
4 ﾀﾏｶﾞｲ Glossaulax didyma ﾂﾒﾀｶﾞｲ ○
5 ﾊﾞｲ ｱｸｷｶﾞｲ Rapana venosa ｱｶﾆｼ
6 ﾌﾞﾄﾞｳｶﾞｲ ｷｾﾜﾀｶﾞｲ Philine argentata ｷｾﾜﾀｶﾞｲ ○ ○
7 ﾋﾄｴｶﾞｲ ｳﾐﾌｸﾛｳ Pleurobranchaea japonica ｳﾐﾌｸﾛｳ ○ ○
8 egg of GASTROPODA ﾏｷｶﾞｲ綱の卵 ○
9 ﾆﾏｲｶﾞｲ ﾌﾈｶﾞｲ ﾌﾈｶﾞｲ Scapharca broughtonii ｱｶｶﾞｲ
10 Scapharca subcrenata ｻﾙﾎﾞｳｶﾞｲ ○
11 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ Limnoperna fortunei kikuchii ｺｳﾛｴﾝｶﾜﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ
12 Mytilus edulis ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ ○
13 ﾊﾏｸﾞﾘ ｻﾞﾙｶﾞｲ Fulvia mutica ﾄﾘｶﾞｲ
14 ｲｶ ｺｳｲｶ ｺｳｲｶ Sepiella japonica ｼﾘﾔｹｲｶ ○
15 ﾂﾂｲｶ ﾔﾘｲｶ Loligo japonica ｼﾞﾝﾄﾞｳｲｶ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
16 ｱｶｲｶ Todarodes pacificus ｽﾙﾒｲｶ
17 節足動物 甲殻 ｴﾋﾞ ｸﾓｶﾞﾆ Pyromaia tuberculata ｲｯｶｸｸﾓｶﾞﾆ ○
18 ﾜﾀﾘｶﾞﾆ Charybdis japonica ｲｼｶﾞﾆ ○ ○ ○ ○ ○
19 ｴﾝｺｳｶﾞﾆ Eucrate crenata ﾏﾙﾊﾞｶﾞﾆ
20 触手動物 ｺｹﾑｼ BRYOZOA ｺｹﾑｼ綱 ○
21 棘皮動物 ﾋﾄﾃﾞ ｽﾅﾋﾄﾃﾞ ｽﾅﾋﾄﾃﾞ Luidia quinaria ｽﾅﾋﾄﾃﾞ ○ ○ ○
22 ｷﾋﾄﾃﾞ ｷﾋﾄﾃﾞ Asterias amurensis ﾋﾄﾃﾞ ○
23 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ ｸﾓﾋﾄﾃﾞ ｸﾓﾋﾄﾃﾞ Ophiura kinbergi ｸｼﾉﾊｸﾓﾋﾄﾃﾞ ○ ○ ○
24 原索動物 ﾎﾔ ﾋﾒﾎﾞﾔ ｷｵﾅ Ciona intestinalis ｶﾀﾕｳﾚｲﾎﾞﾔ ○
25 脊椎動物 軟骨魚 ﾈｽﾞﾐｻﾞﾒ ﾄﾞﾁｻﾞﾒ Mustelus griseus ｼﾛｻﾞﾒ
26 ｴｲ ｱｶｴｲ Dasyatis akajei ｱｶｴｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
27 ﾂﾊﾞｸﾛｴｲ Gymnura japonica ﾂﾊﾞｸﾛｴｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○
28 ﾄﾋﾞｴｲ Myliobatis tobijei ﾄﾋﾞｴｲ ○
29 硬骨魚 ﾆｼﾝ ﾆｼﾝ Sardinella zunasi ｻｯﾊﾟ ○ ○ ○
30 Konosirus punctatus ｺﾉｼﾛ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
31 ｶﾀｸﾁｲﾜｼ Engraulis japonicus ｶﾀｸﾁｲﾜｼ ○ ○ ○ ○
32 ｽｽﾞｷ ﾎﾞﾗ Mugil cephalus ﾎﾞﾗ ○ ○
33 ｶﾏｽ Sphyraena pinguis ｱｶｶﾏｽ ○
34 ｽｽﾞｷ Lateolabrax japonicus ｽｽﾞｷ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
35 ﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ Apogon lineatus ﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ
36 ｱｼﾞ Scomberoides  sp. ｲｹｶﾂｵ属
37 Trachurus japonicus ﾏｱｼﾞ ○ ○
38 ﾋｲﾗｷﾞ Leiognathus nuchalis ﾋｲﾗｷﾞ ○ ○ ○
39 ﾆﾍﾞ Argyrosomus argentatus ｼﾛｸﾞﾁ
40 ｲｻｷ Plectorhynchus cinctus ｺｼｮｳﾀﾞｲ ○
41 ﾀｲ Pagrus major ﾏﾀﾞｲ ○
42 ｶｻｺﾞ ﾌｻｶｻｺﾞ Sebastes inermis ﾒﾊﾞﾙ ○
43 ｺﾁ Platycephalus sp.2 ﾏｺﾞﾁ
44 ｳﾊﾞｳｵ ﾈｽﾞｯﾎﾟ Repomucenus valenciennei ﾊﾀﾀﾃﾇﾒﾘ
45 ﾌｸﾞ ｷﾞﾏ Triacanthus biaculeatus ｷﾞﾏ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
46 ﾌｸﾞ Takifugu poecilonotus ｺﾓﾝﾌｸﾞ ○
47 Takifugu pardalis ﾋｶﾞﾝﾌｸﾞ ○ ○ ○ ○
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（資）表 4- 4 (2) 魚介類の出現種 

1 刺胞動物 CNIDARIA 刺胞動物門
2 扁形動物 ｳｽﾞﾑｼ ﾋﾗﾑｼ POLYCLADIDA ﾋﾗﾑｼ目
3 軟体動物 ﾏｷｶﾞｲ ﾆﾅ ｶﾘﾊﾞｶﾞｻｶﾞｲ Crepidula onyx ｼﾏﾒﾉｳﾌﾈｶﾞｲ ○
4 ﾀﾏｶﾞｲ Glossaulax didyma ﾂﾒﾀｶﾞｲ
5 ﾊﾞｲ ｱｸｷｶﾞｲ Rapana venosa ｱｶﾆｼ ○
6 ﾌﾞﾄﾞｳｶﾞｲ ｷｾﾜﾀｶﾞｲ Philine argentata ｷｾﾜﾀｶﾞｲ
7 ﾋﾄｴｶﾞｲ ｳﾐﾌｸﾛｳ Pleurobranchaea japonica ｳﾐﾌｸﾛｳ ○
8 egg of GASTROPODA ﾏｷｶﾞｲ綱の卵
9 ﾆﾏｲｶﾞｲ ﾌﾈｶﾞｲ ﾌﾈｶﾞｲ Scapharca broughtonii ｱｶｶﾞｲ ○
10 Scapharca subcrenata ｻﾙﾎﾞｳｶﾞｲ ○ ○
11 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ Limnoperna fortunei kikuchii ｺｳﾛｴﾝｶﾜﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ
12 Mytilus edulis ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ
13 ﾊﾏｸﾞﾘ ｻﾞﾙｶﾞｲ Fulvia mutica ﾄﾘｶﾞｲ
14 ｲｶ ｺｳｲｶ ｺｳｲｶ Sepiella japonica ｼﾘﾔｹｲｶ
15 ﾂﾂｲｶ ﾔﾘｲｶ Loligo japonica ｼﾞﾝﾄﾞｳｲｶ ○ ○ ○ ○ ○ ○
16 ｱｶｲｶ Todarodes pacificus ｽﾙﾒｲｶ ○ ○
17 節足動物 甲殻 ｴﾋﾞ ｸﾓｶﾞﾆ Pyromaia tuberculata ｲｯｶｸｸﾓｶﾞﾆ ○ ○
18 ﾜﾀﾘｶﾞﾆ Charybdis japonica ｲｼｶﾞﾆ ○
19 ｴﾝｺｳｶﾞﾆ Eucrate crenata ﾏﾙﾊﾞｶﾞﾆ ○
20 触手動物 ｺｹﾑｼ BRYOZOA ｺｹﾑｼ綱
21 棘皮動物 ﾋﾄﾃﾞ ｽﾅﾋﾄﾃﾞ ｽﾅﾋﾄﾃﾞ Luidia quinaria ｽﾅﾋﾄﾃﾞ ○ ○
22 ｷﾋﾄﾃﾞ ｷﾋﾄﾃﾞ Asterias amurensis ﾋﾄﾃﾞ
23 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ ｸﾓﾋﾄﾃﾞ ｸﾓﾋﾄﾃﾞ Ophiura kinbergi ｸｼﾉﾊｸﾓﾋﾄﾃﾞ ○ ○ ○
24 原索動物 ﾎﾔ ﾋﾒﾎﾞﾔ ｷｵﾅ Ciona intestinalis ｶﾀﾕｳﾚｲﾎﾞﾔ
25 脊椎動物 軟骨魚 ﾈｽﾞﾐｻﾞﾒ ﾄﾞﾁｻﾞﾒ Mustelus griseus ｼﾛｻﾞﾒ ○
26 ｴｲ ｱｶｴｲ Dasyatis akajei ｱｶｴｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
27 ﾂﾊﾞｸﾛｴｲ Gymnura japonica ﾂﾊﾞｸﾛｴｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○
28 ﾄﾋﾞｴｲ Myliobatis tobijei ﾄﾋﾞｴｲ
29 硬骨魚 ﾆｼﾝ ﾆｼﾝ Sardinella zunasi ｻｯﾊﾟ ○ ○
30 Konosirus punctatus ｺﾉｼﾛ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
31 ｶﾀｸﾁｲﾜｼ Engraulis japonicus ｶﾀｸﾁｲﾜｼ ○ ○ ○ ○
32 ｽｽﾞｷ ﾎﾞﾗ Mugil cephalus ﾎﾞﾗ
33 ｶﾏｽ Sphyraena pinguis ｱｶｶﾏｽ
34 ｽｽﾞｷ Lateolabrax japonicus ｽｽﾞｷ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
35 ﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ Apogon lineatus ﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ ○
36 ｱｼﾞ Scomberoides  sp. ｲｹｶﾂｵ属
37 Trachurus japonicus ﾏｱｼﾞ ○
38 ﾋｲﾗｷﾞ Leiognathus nuchalis ﾋｲﾗｷﾞ ○ ○ ○
39 ﾆﾍﾞ Argyrosomus argentatus ｼﾛｸﾞﾁ ○ ○
40 ｲｻｷ Plectorhynchus cinctus ｺｼｮｳﾀﾞｲ
41 ﾀｲ Pagrus major ﾏﾀﾞｲ
42 ｶｻｺﾞ ﾌｻｶｻｺﾞ Sebastes inermis ﾒﾊﾞﾙ
43 ｺﾁ Platycephalus sp.2 ﾏｺﾞﾁ ○
44 ｳﾊﾞｳｵ ﾈｽﾞｯﾎﾟ Repomucenus valenciennei ﾊﾀﾀﾃﾇﾒﾘ ○
45 ﾌｸﾞ ｷﾞﾏ Triacanthus biaculeatus ｷﾞﾏ ○ ○ ○ ○ ○
46 ﾌｸﾞ Takifugu poecilonotus ｺﾓﾝﾌｸﾞ
47 Takifugu pardalis ﾋｶﾞﾝﾌｸﾞ ○ ○ ○
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